
生

佛

關

係

論

1

(大
乘
起
信
論
の

磊

に
對
す
る
異
譯
)

吉

澄

典

隨

靈

ご
肉
・
神
性

ご
獸
性
此

の
二
つ
の
も
の
の
矛

盾

不
調
和
に
苦
し
み
つ
丶
あ

る
の
が
人

間
の
本
性

で
あ

る
以
上
此
の
二
つ
の
思
想
の
淌
長

は
獨
り
歴
・史
の
示
す

所

で
あ

る
許
り

で
な
く
凡
て
の
入
間

の
生
活

の
背
景
を

爲
す
所
の
も

の
で
は
な
か

つ
π
か
o
自
然
科
學

に
依

つ

て
得
陀
研
究

の
結
果
を
單

に
哲
學

の
範
圍
内

に
移
入
す

る
丈
で
は
滿
足
し
な
か

つ
泥
人
間
の
心
は
自
已
の
内
奥

に
翻

つ
て
紳
秘
の
扉
を
突

倣
す

る
樣
な
強
い
活
動
を
求

め
す
に
は
居
ら
な
か

つ
セ
o
此
所

に
彼

の
人
格
的
唯

心

論

の
名
の
下

に
凡
る
反
主
知
主
義

の
哲
學

が
生

れ
陀
o

之

は

一
面
心
靈
の
内
省
を
重
ん
じ
人
心
内
部

の
要
求
に

重

き
を
置
く
點
に
於

て
自
然
主
義
や
唯
物
論
ご
異

り
他

面

絶
對
的
の
室
漠
な
見

地
を
棄

て

・
確
實

な
經
驗

ご
實

威

ε
に
擴
ら
ん
こ
す

る
點

に
於

て
浪
漫
主
義

ε
も
異

る

も

の
で
あ
る
o
謂
は

ヅ
現
實
戚
の
鎔
爐
中

に

一
度
融
解

せ
ら
れ
泥
後

の
唯
心
論

ご
で
も
見

る
可
き
も
の
で
あ
る
o

一
軆
都
市
城
壁
の
中

に
育
ま
れ
セ
希
臘
文

明
に
源
を

發
す

る
歐
羅
巴

の
文
明
は
雜
踏

ε
煉
琵

の
文
化

で
あ
り

區
別

ざ
支
配
の
文
明

で
あ

つ
陀
。
併
し
、

ヒ

マ
ラ
ヤ

(H
iin
a
la
y
a
)
の
高
原

.ハ
ン
ジ
ャ
ブ

(℃
き
す
σ
)
の
邊
う

は
我
等

が
共
命
す
可
き
思
想
創
造

の
殿
堂

で
あ
り
思
索

の
自
由
な
天
地
で
あ

つ
た
o
其
處

に
は
早
く
も
紀
元
前

宍

世
紀
に
於
て
驚
く
可
き
思
想

の
發
展

が
あ
り
、
偉

大

な

る
智

ざ
善

ご
が
啓

發
さ
れ
解
放
せ
ら

れ
た
生
活

の
大

眼

界
が
展
開
さ
れ
た
9
私
は
今
此
所
に
大
乗
超
信
論
の

ほ
ん
の

一
節

に
謙
遜
す
可
く
叉
恥
す
可
き
異
譯
を
試
み

る
が
其
は
多
分
趨
信
論
の
面
目
を
汚
す
も
の
ε
な
る
で

ゆ

あ
ろ
う
が
其
れ
に
し

て
も
微

々
だ

る
努
力
が
佛
敷

思
想

の
優
越
を
仄
か
す
に
至
る
な
ら
ば
滿
腟

の
謝
意
を
捧
ぐ

可
き

で
あ
る
・

一
切

の
事
物

は
其
の
眞

性

ご
假
相

こ
の
兩
面
を

有
し

て
ゐ
る
o
假
相

は
有

限
性
で
あ
る
が
眞
性
は
無
限

七
七



性
で
あ

る
ご
云
ふ
事
が
出
來

る
○
無
限

巴
有
限

G
生

ご

死
.自
由

ご
必
然

・如
來

ご
人
間
i

一
言
す
れ
ば
本
体

ε
現
象
1

こ
の
是
等

の
矛
盾
は
何
故

に
存
在
す

る
か

如
何

柔
し
て
我
等

は
之
を
解
き
調
和
さ
す
事

が
出
來

る

か
。
併
し
事
實
斯
樣
な
對
立

が
矛
盾
が
存
す

る
の
で
あ

ろ
う
か
o
其

れ
は
單

に
外
觀
上

の
分
離
に
過
ぎ
な

い
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
o

ヱ
デ

ン
の
花
園
の
智
慧
の
實
は

餘
り
て
分
解
的
な
餘
り
に
差
別
的
な
種
を
有
し

て
居

っ

た
。
其
れ
で
之
を
盗
み
食

ひ
し
セ
人
間
は
何
時
の
間
に

か
物
を
區
別
し
す

ぎ
る
習
癖
、を
作

つ
た
。
有
限

ご
無
限

ε
云

ふ
如

き
問
題
は
全
然

二
次
的
な
も

の
で
あ
つ

て
眞

に
存
在
す
る
も

の
で
は
な
か
ろ
う
。
數
學

上
よ
り
云

へ

ば
或

る
二
點

問
の
距
離

は
如
何
に
其
が
近
く

ε
も

一
點

ε
な
る
事
は

出
來
な

い
。
,帥
ち
其
れ
は
如
何

に
近
ー
こ

も
之
を
無
數

に
分

つ
事
が
可
能
で
あ

る
。
其
れ
は

一
面

よ
り
し

て
無
限

で
あ
る
。
然

る
に
事
實
上
吾
人
は
此

の

無
限
を

}
歩

で
越
す
事

が
出
來
る
○
之
を
見

て
も
無
限

ε
有
限

ご
云

ふ
如

き
區
別
は
ほ
ん
の
假
説
に
過
ぎ
な

い

事

が
了
解

さ
れ

る
で
あ
ろ
う
○

凡
る
相

對
は
單
な
る
論

理
上

の
區
別

に
遏

き
な

い
。
凡

る
事
物

の
相
反
性

の
上

七
八

に
は
分
離
す
可
ら
ざ
る
繼
續
性

が
あ
り
、
融
合
性

が
あ

る
。
波
は
上
つ
て
亦
下

る
が
大
海

は
此

の
リ
ズ

ム
の
調

和
の
中
に
偉
大
な
靜
李
を
保

つ
て
ゐ
る
。
其
れ
が
基
本

の
原
則
は
反
樹
で
な
く

て
調
和
で
あ

る
〇

一
が
同
時

に

多

こ
し
て
表
は
れ
幾
午

の
假
相
が
眞
性

の
中
に
統

一
せ

り

ら

れ

る

の
が
宇

宙
法

界

の
神
秘

で

あ

る
。

本

論

の
題

名

に
依

る
な
ら

ば
佛

は
眞

性

で
あ

つ

て
、

生
帥

ち
衆

生

は

假

相

で

あ

る
。
衆

生

の
假

相

は
多

で
あ

り
佛

の
眞

性

は

一
で
あ

る
。

此
所

で
吾
入

は
衆

生

(○。
葺

螽

)
の
存

在

概

念

を
明

白

に

せ
ん

が
鳥

に
其

の
多

樣

な

假

相

に

一
瞥

を

輿

へ
よ

う
。
衆

生

ご
は
衆

多

の
生

死

を

得

る
が
故

に

ε

定

義

さ
れ
得

る
も
.の

で
あ

つ
て
總

て
生

存
を

有

～
個

体

こ
し

て
生
命

を
營

む
者

を

指
す

o

其

は
生
縁

よ
り
し

て

胎

生

(Ja
ra
y
a
ja
)
卵

生

(a
n
d
a
ja
)
濕

生

(鯵

ヨ
sv
e
d
aja
)
化

生

(U
p
a
p
a
d
a
k
a
)
の
四
生

に
舜

れ

其

の
形
腴

に
依

つ
て

無

足

(〉
鵠

審

)
j
]
足

(D
v
ぢ
a
d
a
j
g
j
I:
(∩
a
tu
sp
a
d
a
)
多

足

(I3a
iiu
　
a
d
a
〉
の
四
類

に
舜

ち
其

の
形

体

の
物

質

的
な

る
哉

否

や

に
依

つ
て
有

色

(閃
壱

.)
無

色

(A
ru
p
i)
を
分

ち

精

脚

作

用

の
有

無

に
依

っ
て
有

情

(Q∩
9
且

3

非

情

(A
sa
m
jn
i)
-fi

情
非

々
情

(1V
a
iv
a
s
njn
a
n
a
s
a
njn
i)
に

分



つ
事

が
あ
る
o
斯

の
如

く
衆
生
は

一
定

の
状
態

・
状
件

の
下
に
生
活

し
て
個
体
性
を
備

へ
我
見
性
を
有
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら
之
を
解
脱
し
た
る
佛
陀

ε
相
饗
す

る
の

で
あ

る
。
即
ち
衆
生

ご
は
徹
頭
徹
尾
因
果
の
束
縛
中

に

生
存
す

る
も
の
で
あ
つ
て
無
始
以
來
無

明
に
覆
は
れ
、

潟
愛

に
縛

が
れ
轉

々
に
流
浪
し
、
其

の
間
常

に
業
報
を

享
け

て
生
死
輪
廻
す

る
も
の
で
あ
る
o
斯

の
如

く
業
報

因
果

の
界
は
生

老
病
死

の
界

で
あ

つ
て
、
此
等

諸
法

の

行
使

さ
れ
る
儘
に
衆
生
の
存
在
が
あ

る
っ
而
ら
ば
衆

生

に
相
封
す

る
佛

ご
は
如
何
o
佛
陀

(B
u
d
d
h
a
)
y.,
は
自
覺

々
他

・
覺

行
究
滿
せ
る
も
の
で
も

つ
ご
人
間
的
に
云

ふ

な
ら
ば
其
れ
は
衆
生

の
眞
性
-

所
謂
佛
性
-l
l
を
絶

對
完
全

に
迄
、擴

大
し
泥
も

の
で
あ
る
o
だ
か
ら
相
封
的

な
佛
陀

ご
衆
生

こ
の
爾
者

は
佛
性
な
る
鎮

に
依

つ
て
、

聯
接

さ
れ
て
居

る
o
佛
性

(じσ
q
俵
α
げ
9
酢く
9
)
ご
は
迷
悟

に

依
り
て
改
ま

る
事

の
な

い
本
來
衆
生

に
具
は
る
佛
だ
る

可
き
性
質
留
ち
衆
生
成
佛

の
可
能
性
を
云
ふ
の
で
あ
る

此
の
種

の
事
柄
を
証

明
す

る
に
足
る
、
經
典
聖
句
は

一

々
列
擧
す

る
事
を
許

さ
れ
な

い
が
、
華
巌
經

に
は
心
佛

及
衆
生
、
是
三
無
差
別
ざ
一敖

へ
浬
般
漏
經
に
は

一
切
一衆
生

悉
有
佛
性
・
如
來
常
住
無
有
變

易
ご
喩
さ
れ

て
、何

れ
も

生
佛
不

二
の

一
元

論
な

る
事
を
顯
示
せ
ら
れ
て
居

る
。

故

に
吾
入
の
生
佛
關
係

は
佛
性
な

る
價
値
概
念

の
上
に

立

つ
迷
悟
同

一
・
生
佛
不

二
の
問

題
に
歸
結

さ
る
可
き

で
あ
る
o
併
し
衆
生

ご
は
廣
く
六
道

に
輪
廻
す
る
個
体

を
指
す
の
で
あ

る
。
而

る
に
吾
人

は
入
間
で
あ
る
か
ら

從

つ
て
吾
人
人
間
の
生
佛
關
係
は
人
間
ご
如
來
巴
の
關

係

こ
な

る
の
で
あ
る
o

起
信

論
の
生
佛
關
係

は
如
來
藏
心

(T
a
th
a
g
a
ta
gq
a
rv
a
)

か
ら
出
發
す
可
き
で
あ
ろ
う
○
所
謂
如
來
藏
心
に
は
實

在

ご
現
象

.眞
如

ご
生
滅

こ
の
二
面
を
有
し
て
居

る
。
而

も
此

の
如
來
藏
心
は
ご
り
も
な

ほ
さ
す
摩
訶
衍

(N
a
h
a,

Y
a
n
a
)
大
乘

の
法
な

の
で
あ

る
o
其

れ
は
法
其
れ
自
ら
云

ふ
な
ら
ぼ
實
体
で
あ
り
本
体

で
あ
り
實

に
全

一
で
あ

る

が
其

れ
が
斯
く
名
付
け
ら
れ
る
立
場

か
ら
す

る
な

ら
ば

實
在

ご
現
象

の
世
界
を
統

一
し
調
和
す

る
永
遠
不
退
に

至

る
道
で
あ
る
。
換
言

せ
ぱ
摩
訶
衍

ε
は
佛

の
道

で
あ

つ
セ

ご
同
時
に
入

の
道

で
あ

つ
て
人

よ
り
佛

へ
の
道
で

あ
る
o
塵即
ち
其
は
阿
黎
耶
識
な

る
二
元
葛
錆滕
の
心
識

の

上

に
適
用

さ
る
可
き
根
本
法
で
あ

る
o
此
所

に
阿
黎
耶

七
九



識

(〉
冨
誘
直
甘
畧
巴

ご
は
凡

る
經
驗

の
元
勅

で
あ
る
o

其
は
主
觀
的

に

一
切
の
心
的
現
象

の
根
源
で
あ
り
客
觀

に

一
切

の
事
象

の
由

つ
て
來

る
所

で
あ

る
o
吾
入

が

「

切

の
成
心
を
去

つ
て
經
驗
界
に
對
し
其
の
變

化
流
轉
極

b
無

き
を
見
る
時
初
め
て
.阿
黎
耶
識

の
存
在
を
如
實

に

知

る
事
が
出
來

る
の
で
あ

つ
て
、
其
は
眞
妄
和
合
識

で

あ
り

、
覺
・
不
覺

不
理
の
根
本
識
で
あ
る
o
謂

は

ゾ
其

れ

は
人
間

ご
如
來

こ
の
關
係

を
示
す
縮
圖
で
あ
る
。
阿
黎

耶
識
不
覺

の
轉
展
す

る
經
過
を
起
信

論

は

根

本

・
枝

末
ー

三
細

工

ハ
麁
の
ー
ー
兩
不
覺

を
以

て
説

明
し
て

ゐ

る
o

理
解

を
似

て
三
細

・
六
麁
を
見

る
な
ら
ば
認
識

の
事
實

に
し

て
同
時
に
實
行

の
動
機

の
根
底

で
あ
る
○

室

に
有
を
軌
す

る
乃
ち
生
死
涅
槃
あ
b
生
死
を
捨

て
丶

涅
般
朮
を
求

め
ん

ご
す

る
永
久

に
捕

ふ
る
事
は
出
來
な

い

有
無
斷
常
は
不
に
し

て
帥
し
無

所
得
は
之

れ
大
自
在
で

あ

る
。
實
柑
に
應
せ
す
し

て
無

明

(A
v
id
}'a
)
を
以

て
見

る
か
ら
殊
更

に
瀑
流

の
如

き
相
續

ご
な
り
自
我
意
識

こ

し

て
認

め
る
の
で
あ
る
Q
是
れ
無

明
に
依

る
が
故

に
三

種

の
細
相
を
生
す
る
の
で
あ
る
〇

三
細

こ
は
畢
竟
す

る

に
實
相
に
反
す

る
妄
見

か
ら
主
客
の
意

識
体
を
生
す

る

八
〇

も

の
で
あ

る
o
既

に
客
觀
を
立
て
る
か
ら
此
所
に
意
識

巴
相
俟

つ
て
亠
ハ
種

の
粗
相
を
生

す
る
の
で
あ

る
o
斯

く

し
て
業

(K
a
r
m
a
n
)
に
依

る

一
大
苦
を
形
成
す

る
の
で

あ

る
○
是

れ
因
あ

る
が
故

に
果
あ
る
人
類
生
活

の
事
實

で
あ
る
○
併

し
起
信
論

の
三
細
六
麁
は
時
間
的
因
果
に

基
く
ε
韭
ハ
に
彼
あ

る
が
對
に
此
軍あ
・り
、
彼
起

る
に
依
・り

て
此
起

る
こ
の
全
く
相
依

相
成

の
關
係

に
立

つ
も
の
で

あ
る
Q

だ
か
ら
同
時

に
彼
在
ら
ざ
る
が
故

に
此

あ
ら
す

彼
滅
す

る
に
依
り
此
滅
す

ご
の
向
上
の

一
路
が
開
け
ね

.ば
な
ら

濾
○
斯
く
思
惟
直
觀
の
形
式
は
無
明
滅
す

る
に

依

り
て
業
繋

苦
相
滅
す

ビ
の
迷
倒

の
元
初
即
ち
無
明
の

盡
滅
よ
り
始

る
も
之
を
悟
道
開
發

の
上
よ
り
見
る
時
は

無
明
藩
滅

に
先
き
立
つ

て
無
明
所
起
の
染

心
よ
り

の
解

脱

が
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
o
之
を
起
信
論
に
は
六
染

心

を
以
て
説

い
て
ゐ
る
〇
六
染
心

ε
は
粗
な

る
自
我
の
執

着
を
離
れ
、
細

な
る
物
質

的
概
念
を
逃
れ
、
微

な
る
無

明
の
根
本
概
念

か
ら
脱
す

る
事
を
意
味
す

る
○

即
ち
三

細
六
麁
の
前
七
相
ε
六
染
心

ご
は
其

の
意
義
全
く
異

ご

」所

が
な

い
o
併
し
三
細
六
麁
は
之
を
不
覺

の
相
に
約
し

て
向
下
流
轉
を
示
し
、
六
染
心
は
染
汚

の
念

に
約
し
て



向

上
還
滅
の
順
序
を
論
じ
陀
も
の
で
あ
る
c

向
上
還
滅

に
於

て
客
觀

的
物
質

的
の
執
着
を
離
れ

る

事

は
比
較
的
容
易

で
あ
る
が
主
觀
的
自
我
的
の
固
執
を

脱
す

る
事

は
容
易
で
は
な

い
Q
又
向
下
流
轉

に
於
て
も

主
觀
的
な
意
識

の
發
生

が
無

い
な
ら
ば
從

つ
て
客
觀
界

の
發
現
も
な

い
譯
で
あ
る
○
何
れ

に
し

て
為
主
觀

的
な

自

己
意

識
は
認
識
の
根
底

を
な
す
最
も
重
要
な
物
で
あ

る
o

カ

ン
ト
(菌
鱒
鯵
菖
は
彼

の
批
評
哲
學

(C
r;tic
a
l
i'lii1

0
ωo
筈

)、)
に
於
て
意
識
内
容
を
分
ち
、
其

の
心
理
的
發
展

法

に
於

て
研
究
す

る
心
理
學
的
解
剖

花
ら
し
め
な

い
で

純

粹

に
認
識
論
的
の
も

の
ε
な
し
心

理
的
事
實
的
内
容

か
ら
吾
人
人

間
の
認
識

の
先

驗
的
普
遍
必
然
的
な

る
即

ち
自
律
的
妥
當
的
な
る
法
則
を
見
出
し
而
し
て
此
の
妥

當

的
法

則
に
依
り
て
人
間
の
理
性

に
可
能

な
る
認
識

が

勅

め
て
成
立
す

る
の
を
確
か
め
る
事
が
出
來
セ
o
即
ち

認
識

は
主
觀

が
外
界
即
ち
客
觀
的
實
在
を
描
寫
す

る
事

・

で
は
な

し
に
失
驗

的
の
主
觀
法
則

が
其
の
翁
象
を
安
當

な
ち

し
め
る
に
依
り
て
成
立
す

る
○
從

っ
て
我
々
の
認

識

の
對
象
は
物
其
れ
自
身
で
は
な
く
し

て
主
觀
に
依

り

て
構
成

せ
ら
れ
る
現
象

で
あ

る
o

ざ
説

い
て
其

の
先
驗

的

の
主
觀
法
則
が
果
し
て
凸
し

か
く
普
遍
要
當
的
な
も

の
な

る
哉
否
や
を
吟
味
せ
な
か

つ
た
○
即
ち
彼

の
戚
覺

素
材

が
物
自
体

の
假
淀

に
立

つ
如
く
彼

の
認
識
主
体
は

自
我
意
識

の
上

に
立

つ
も
の
で
あ

る
○
佛
澂
は
彼
の
説

を
更

に

一
歩
進

め
て
よ
り
分
解

的
に
よ
り
發
生
的
に
φ

り
徹
底
的
に
諸
行
無
常
諸
法
無
我
な

り
ご
し
て
個
在
性

の
確
立
を
認

め
な

い
○
併
し

一
切
諸
法
は
無
我
な
め
こ

す

る
も
諸
法
因
繰
和
合
の
上
起
は
現
在
の
假
我
は
自
分

に
ご

つ
て
は
事
實

で
あ
る
o
故

に
假
我

の
滅
却
も
亦
事

實

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
假
我

の
滅
却
其
れ
は
向
上

還
滅

で
あ
り
、
佛

の
道
で
あ
る
。
而
ら
ば
如
何
に
し
て

假
我

よ
り
滅
却
す

る
事
が
出
來

る
か
○
假
我
發
生

の
本

源

に
遡

つ
て
諸

法
の
實
相

に
投
す
可
き
で
あ
る
o
超
信

論
は
生
滅

の
因
縁
を
明
す

一
段

に
假
我
の
滅
却

に
資
す

可
き
吾
入
人
間
の
圭
觀
的
心
相

に
對
し
推
理
ざ
見
解

ビ

を
掲
げ
て
居

る
o
心

(Ω
算
"
)
意

(�1/I躄
a
s)
及
び
意
識

(く

ijn
a
n
a
)
が
其
れ
で
あ

る
○
即
ち
む

ご
は
自
巳
に
於

て
存

在
し
且

つ
自
己
に
依
り
て
理
解

ゼ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り

自

己
原
因
で
あ

る
。

ス
ぜ

ノ
ザ

(S
℃
in
o
z
a
)
の
神

(Z
舞
=

ra
n
a
tu
ra
n
s)
ご
は
斯

の
如

き
存
在
の
人
格
化
を
指
す

入

一



も

の
で
は
な

か
ろ
う
か
o
自
己
存
在
な
る
心

か
ら
無
明

に
依

つ
て
意

ご
意
識
ご
が
涙
生
さ
れ

る
○
意

や
意
識
は

有
限
的
事
物
を
事
物
相
互

の
關
係

に
於

て
見
る
の
み
で

あ

つ
て
事
物
を
其

の
本
質

こ
し
て
の
自
性
清
淨
な

る
心

に
於

て
理
解
し
な

い
o
意

ご
は
能
生

・
依
止
を
義

こ
な

し
、
之

に
業

。
轉

現
。
智

・
相
續

の
五
が
あ
る
。
業
識
ε

は
眞
如

が
生
滅

の
方
に
動

い
泥
元
初
で
不
覺
無
明
の
爲

に
眞

の
心
が
迷

の
方

に
超
動
し
陀
程
度
を
云
ふ
の
で
あ

る
○

シ
ヨ
ペ

ン
ハ
ゥ

エ
ル
(S
c
h
o
p
e
n
h
a
u
e
r)
の
生

石き
ん

ざ
す

る
意
志

(H
liiid
e
lV
P
ille
zu
m
S
eb
e
n
)
y,
は
期

る
素

朴
的
心
想
の
擴
大

さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
o
總
合
的
意

識
生
活

の
上
に
重

大
な

る
意
義
を
有
す

る
意
志
1

ー
具

体
的
意
識

の
構
成
要
素
セ

る
意
志
か
ら
戚
情
や
威
覺
を

除
き
去

つ
陀
後
に
殘

る
本
摩

の
意
志
f

I
の
發
生

で
あ

つ
て

、
即
ち
活
動
の
經
驗

魯
tp
er
'e
n
c
e
fo
g
fiv
ity
)
又

は
動
能

(∩
9
蜂

δ
ε

こ
も
稱
す
可
き
も
の
で
あ
る
。
轉

識
ご
は
意
識

の
主
觀
的
方
便
即
ち
或
情

の
發
生

ご
も
見

る
可
き
も
の
で
既

に
封
境

が
現
は
れ

る
に
し
て
も
對
境

其

の
物
に
歸
す
可
き
必
然
性
を
有
し
な

い
。

即
ち
其
れ

ば
戚
覺

の
如
き
明
瞭
性
を
缺

い
て
ゐ
る
o

次
に
現
識
ご

八
ご

は
單
純
戚
覺

ご
も
稱
す
可
き
で
吾
人

の
外
界
認
識
の
基

襟
脚は
此
甲所
一に
あ

る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
旛智
識

ε

は
戚
覺

結
合
作
用
即
ち
智
覺
作
用

ε
も
見

る
可
き
も
の

で

一
切

の
事
物
を
分
別
認
識
す

る
心
相
で
あ
る
o
相
續

識

巴
は
意
識

の
持
續

さ
れ

る
心
的
歌
態
で
あ
る
o
吾
人

の
意
識
は
變
化
其
の
者
で
あ

る
。
意
識

の
持
續

は
記
憶

に
依

つ
て
成
立
す
る
o
躑
ち
其

れ
は
現
在

に
迄
過
去
を
延

長
す

る
事

で
あ
る
○
記
憶

ご
は
活
動
し
亦
淌
す
事

の
出
來

な

い
持
續

で
あ
ろ
。
吾
人
人
類

の
有
す

る
全
過
去
叉
祕
先

か
ら
.の
全
過
去
が
記
憶

こ
し
て
意
識
に
上

る
o
之

れ
が

相
續
識
で
あ

る
o
蓋
し
此

の
五
意

の
中
前
三
意

は
無
明

蒙
昧
を
因
こ
し
て
起
り
後

の
二
は
更

に
客
觀
的
な
事
物

を
封
象

こ
し

て
起
る
o
而

る
に
客
觀
π

る
對
境

は
現
識

の
研
現
で
元
皆
無

明
蒙
昧

が
自

己
の
完
全
な

る
心
体
を

熏
發
し

て
起
し
セ
も
の
に
過
ぎ

漁
バ
ー

　
a
(B
a
k
u
re
)

の
存
在
は
知
覺

せ
ら
る

・
ご
同
義

(E
ss
e
e
st
p
e
re
ip
i)
・

に
し
て
物
体

は
知
覺

の
集
合
の
み

こ
云

へ
る
は

シ
ヨ
ペ

ン

ハ
ゥ

エ
ル
の
世
界

は
我
が
表
象
な
り
ご
云

へ
る
思
想

ε
共
に
三
界
虚
僞
唯
心
所
作
の

一
句

に
賛
す

る
も
の
で

あ

る
o
即
ち
心
を
離

れ
て
別
に
戚
覺

の
對
象
が
存
在
す



/

可
き
で
な

い
か
ら
、
我

々
が
饗
境

に
分
別
を
與

へ
る
の

は
自
分
の
心
で
自

分
を
分
別
す

る
事

に
外
な
ら
な

い
o

併
し
、
如
何

に
正
宗

の
名
刀

で
も
刀
で
刀
を
切

る
事

は

出
來
な

い
か
ら
畢

竟
對
境

は
其
の
相
不
可
得

に
し
・て
無

明
蒙

昧

の
上

に
現
は
れ
把
鏡
中

の
映
像

の
如
き
幻
影

に

過
き
な

い
o
『
總

て
は
麁

に
依

つ
て
支
配
さ
る
o
識
に
依

つ
て
成
立

せ
り
○
識
は
總

て
の
因

N
あ
rCa』
(A
ita
-u
p
a

n
ish
a
d
V
I.
t
5
)
現

識
生
す

れ
ば
則

ち
事

々
物

々
生
じ

現
識
滅
す
れ
ば
則
ε
事

々
物

々
滅
す
o
若
し
因
滅
す
れ

ば
則
ち
縁
滅

し
縁
滅
す

る
が
故

に
對
境

に
應
す

る
妄
識

即
ち
滅
す

る
の
で
あ
る
o
併
し
滅

ご
は
斷
滅
を
意
味
す

る
の
で
は
な

く
て
轉
換
を
意
昧
す
る
o
其

れ
自
ら
を
拒

む
事

に
依

つ
て
の
み
其
れ
自
ら
を
實
現
す

る
事

が
出
來

る
の
で
あ

る
Q

ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ツ
ド

(U
p
a
n
ish
a
d
)
が
敖

へ
て
ゐ
る
○
『
我
等
は
棄

て
る
事

に
依

つ
て
得
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
』
ご
α
次

に
意
識

ご
は
所
謂

『
意
識
の
流
れ
』

の
上
に
花
を
見

て
は
赤
?
臼
?

ご
威
覺
し
、
快
よ

い
ご

戚
情
し
美
し

い
ざ
知
覺
し
芍
藥

?
牡
丹
?
ご
思
考
し
欲

し

い
採
ろ
う

ご
意
志
す

る
.、

一
輪

の
花

に
於

て
さ

へ
斯

の
如

し
况
ん
や
事

々
物

々
に
於

て
を

や
で
あ

る
o
斯

く

し
て
流
轉
向
下

の
人
間
味
な
世
界
が
展
開
さ
れ

る
o
併

し
此
の
向
下
流
轉
す

る
事

は
全
く
無
價
値
な
事
で
あ
る

無
價
値
の
世
界
か
ら
價
値

の
世
界
が
出
來
セ
の
で
な
く

て
價
値

の
世
界

か
ら
無
價
値

の
世
界
が
汳
戯

さ
れ
陀

の

で
あ
る
o

ル
ッ
1
オ

(R
o
u
sea
u
)
が
『
自
然

に
歸

れ
』
ε

號
叫
し
た
の
は
斯

る
意
味

に
於
て
の
み
吾
人

の
胸

に
響

く
o
人
々
が
尠
く

こ
も
獸
的
な
决
定
的
な
向
下
流
轉
を

以

て
所
謂
人
間
味

の
あ

る
も
の
叉
は
生
命

の
流
れ

に
自

由
な
者
ご
解
す

る
な
ら
ば
其
は
大
な

る
誤
謬
で
あ
り
、

罪
悪

で
あ
る
o
若
し
自
由

が
物
理
的
な
秣
序

の
樣
に
産

み
出

さ
れ
與

へ
ら

る
な
ら
ば
其
は
自
由

で
は
な
い
o
眞

の
自
由
は
其
れ
自
ら
を
創
造
し
其
れ
自
ら
を
實
現
す

る

所

の
自
由
な

の
で
あ

る
o

科
學

の
發
逹
史
は
或

る
意
味

か
ら
云

へ
ば
八
間
の
理

智

の
諛
謬
史

で
あ
る
。
併
し
誤
識

が
知
識

の
實
質

で
な

く
て
順

を
逐

つ
て
訂
正
せ
ら
れ
て
來
た
、
眞
理

が
其

の

目
的
な
の
で
あ
る
o
之

と
同

じ
樣

に
入
聞
の
活
動
に
於

て
も
誤

謬
ご
不
完
全

ご
は

一
時
的

の
物
で
完
全
其
者

の

み
が
我
等

の
實
現

の
目
韵

で
な
く

て
は
な
ら
な

い
o
其

れ
だ
か
ら

ε
云

つ
て
我
等
を
し

て
身
体

の
周
圍
を
取
り

八
三



か
こ
ん
で

い
る
室
氣

の

一
季
方
糎
毎

の
黶
力
を
計
算
し

て
其
れ

が
こ
て
も
耐
え
切
れ
な

い
重
量

だ
こ
云

つ
て
嘆

く
樣
な
愚
を
演

ん
じ

る
な
○

各

々
の
壓
力

に
は
之
を
卆

衡
さ
せ
る
他
の
壓
力
が
あ
つ
て
我
等

は
偸
快
に
而
も
輕

く
其

の
荷

を
脊
負

つ
て
ゐ
る
で
は
な

い
か
o
若
し
も
吾

人

が
我
等

の
小
宇

宙
を
短

い
塒
間
に
限

つ
て
其
の
未
來

.を
見
な

い
な
ら
ば
之
程
慘
酷
な
光
景
は
叉

ご

な

か

ろ

う
o
だ
か
ら

フ
イ

フ
テ
(F
ic
h
te
)に
於
て
は
時
間
は
塞
間

ご
同
じ
樣

に
理
論
理
性
め

先
天
直
觀

で
あ
り
悟
性
の

〔

形
式

で
あ

る
o
時
間
は
殊
に
直
觀

能
力
其
の
も
の
で
あ

る
o
其
は
眞

の
自
由
を
實
現
す

る
爲

の
必
然
的
な
道
具

で
あ

る
か
ら
箕

の
自
由
は
時
間
を
遯
じ

て
自
巳
を
實
現

す

る
o
自
己
實

現
は
自

己
發
展

で
あ
る
o
即
ち
進
化

の

大
意
志
鳳

『
爲
す
可
き
』

に
あ

つ
て

『
爲

せ
る
』
所

の

者

で
は
な
い
○
人
間
は
現
象

よ
b
も

大
な
る
眞

理
を
信

ん
じ
て
ゐ
る
○
生
命

の
大
道

に
於

て
惡
は
决
し
て
其

の

遘
を
遮
き
6
得
な

い
ゆ
何
故
な
ら
ば
悪
は
淌

ゆ
可
き
も

の
で
善

に
其

の
道
を
讓

る
可
き
も
の
で
あ
る
か
ら
o
實

際

耐
ね
切
れ
な

い
營
苦

ご
死
こ
の
矢
面

に
立
ち
乍
ら
も

總
体

こ
し
て
の
人
類
は
心
か
ら

の
惡

の
存
在
を
認

め
て

八
四

居
な

い
○
人

の
彈
す
る
琴
が
統
計

の
上
か
ら
は
明
か
に

諧
調

よ
り
も
破
調
を
出
す
事
が
多

い
ご
し

て
も
誰
も
琴

が
破
調
の
爲

に
作
ら
れ
陀
ご
は
思
は
な

い
で
あ
ろ
う
○

人

間
の
完
全
を
慕

ふ
本
能
的
潜
在
力
は
凡

る
矛
盾
を
踏

破
し
て
餘
り
あ
り
で
あ
る
進
化

の
大
道

に
於

て
は
、如
何

な

る
不
完
全
も
全
き
不
完
全

で
は
あ
・9
得
な

い
○
却

つ

て
そ
は

一
の
完
全
を
理
想

こ
し
其

の
方

へ
不
斷

の
實
現

を
續
け

る
○
我
等
は
决
し

て
人
道

が
漸

々
ご
悪

か
ら
善

の
方

へ
向

ひ
つ

・
あ
る
事
を
疑

は
な

い
○
入
間
は

昔

か

ら
如
何
な
る
國
如
何
な

る
時
代
に
於

て
も
善
を
認
め
而

し

て
善

を
愛
し
陀
o
併

し
人
類
が
善
が
欲
し
善

を
愛
し
・

善

に
向

つ
て
努
力
す

る
意
志
を
有
し

て
ゐ
る
か
ら
こ
て

人
類

の
全
体
が
現

に
善

を
爲
し

つ

・
あ

る
ど
云
ふ
事
は

出
來
な

い
o
人

々
は
明
か
に
騷
音

よ
り
も
調
昔
を
好
む

に
も
關
ら
す
現
に
吾
人
は

一
日
否
生
涯
の
大
部
芬
を
雜

昔
で
充
し

て
ゐ
る
で
は
な

い
か
○
成
る
程
人

々
は
善

を

愛
し
叉
徴
す

る
o
併

し
善

を
愛
す

る
ε
云
ふ
事

は
惡
を

行
は
な

い
ご
云

ふ
事

で
は
な

い
o
河

の
全
体

が
岸

で
な

い
事

は
充
分
了
知

し
て
ゐ
る
に
も
關
ら
す
河

の
水
は
岸

の
方
向

に
流

れ
て
之
を
破
壞
し
よ
う
ど
す

る
o
云
は

ゾ



我
等
人
願
は
二
直
角
の
頂
點
を
絶
絶
的
翼
如

の

一
點
即

ち
中

心
的

こ
し

て

一
直
線

の
兩
端
間

に
無
數

の
相
對
的

を
占

め

つ
丶
あ
る
○
.
覚
の
頂
點
に
到
ら
ん

ざ
願
求
し
努

力
し

つ
丶
も
未
だ
善
悪
相
對
の
道
程
に
彷
徨

し
つ
・
あ

る
の
だ
ゆ
そ
う
だ
o
中
心
點

の
左

右
に
刹
那
刹
那

に
無

數

の
點
を
創

造
し

つ

・
あ

る
の
だ
○

否
吾
人
人
問

の
生

活

の
軌
跡
は
直
線
で
な
く

て
圓

で
あ

る
o
覺
不
覺

二
點

間

の
長

さ
を
直
徑

ε
す

る
圓

周
内

の
無
數

の
點
な

の
で

あ

る
○
相
對

な
る
原
理
に
支
配
さ
れ
π
點
な

の
で
あ

る

併
し
圓
周
上

の

一
點
が

一
度

び
切
點

こ
な

つ
て
初
線
を

形
成
す
る
時
其
は
相
對
に
關
ら
ざ
る
無

限
大
を
實
現
す

る
o
之

が
向
上
還
滅
の
方
向

な
の
で
あ
り
實

に
佛

の
軌

跡
な

の
で
あ

る
Q
圓
周
内

に
於
け

る
吾
人

の
生
活
其
は

覺

ご
不
覺

ご
の
鬪
爭
あ

る
。
鬪
爭
。
其
は
優
劣
強
弱

の

差

を
生
で

る
。
覺

の
強
優
不
覺

の
弱
劣
。
其

は
向
上
還

滅
の
項
で
あ
り
覺

の
弱
小
不
覺

の
強
大
○
其

は
向
下
流

轉

の
項

で
あ

る
o
項

の
創

造
o
項

の
聯
續
○
之

が
人
生

で
あ

る
○

プ
ラ

ス
の
項
q

マ
イ
ナ

ス
の
項
○
其
れ
が
各

〃
の
入
格
を
形
成
し
人
間

ご
如
來

ε
の
差
を
生
す

る
o

實
生
活

よ
り
見

る
畤
向
丈
還
滅
ご
は
青

は
藍

よ
り
出

で

丶
藍

よ
り
青

き
底

の
も
の
で
あ
る
G
汚
泥

に
花
険
弘

白
蓮
は
淨

し
白
蓮

の
淨
き
を
見

る
畤
泥
水
の
下
の
如
何

に
淨
き

か
を
知

る
で
あ
ろ
う
o

そ
う
だ
o
蓮
は
自
己
を

知
り
自
己

の
爲
す
可
き
を
知

る
花
中
の
華

で
あ
る
o
彼

に
ご
つ
て
は
泥
水
は
眞

の
泥
水
で
は
な
く
て
美
を
培

ふ

母
な
の
で
あ

を
○
人
中

の
臼
蓮
華
○
其

は
吾
人
が
理
想

で
あ
り
目
標
で
あ
る
o
向
下
流
轉

ご
は
朱

に
交
は
れ
ば

赤

く
な
る
底

の
も
の
で
あ
る
○
蓬
。
i

其
れ
は
自
墮

落

に
宛
も
こ
じ
く
れ
把
子
供

の
樣
な
表
象

を
以
て
成
長

し

て
行
く
o
併
し
此

の
生
凍

こ
じ
く
れ
た
蓬
も
其

が
痲

.の
献

に
育
ぐ
ま
れ
る
ご
不
思
議
に
も
眞
直

に
生

ひ
立

つ

環
境
は
第

二
の
天
性
を
作

る
ご
か
○
自
然
は
人
を
作

る

こ
か
云
ふ
の
は
獨
り
敖
育
學

の
高
潮
す
る
所

で
あ
る
許

り
で
な
く
凡
る
文
化
現
象
を
通
じ

て
の
事
實

で
あ
る
○

自
然
を
支
配
す

る
力
あ

る
入
類

に
あ

つ
て
は
動
物

の
受

け
る
其

の
如
く
大
な

る
影
響
は
受
け
す

ご
す

る
も
而
も

術
天
體

の
運
行
が
人
生

に
何
ら
か
の
影
響

を
與

ふ
る
も

'の
な

る
事
を
考

へ
る
な

ら
ば
環
境

ご
云

ふ
些
事
が
如
㏄何

に
人
間
を
支

配
す

る
か
を
認

め
る
の
に
難
ー
は
な
か
ろ

う
o
起
信

論
ば
獨

り
外
界
よ
り

の
影
響

作
用
を
認
め
る

ぺ

五



の
み
な
ら
す
心
理
的
に
意
識
作
用

の
相
互
的
影
響
作
用

を
認

め
て
之

を
熏
習
ご
呼
ん
で
ゐ
る
o
熏
習
な

る
佛
敷

術
語
に
相
當
す

る
常
識
語
を
見
出
す
事

は
困
難

で
あ

る

が
云
は

こ
其
は
個
人
生
活
を
左
右
す

る

一
大
原
理
で
あ

る
o
即
ち
其
れ

に
依

つ
て
向
下
流
轉

の
迷
界
も
發
現
し

向
上
還
滅

の
靈
界
も
開
轉
し

て
行
く
の
で
あ
る
o
熏

ご

は
撃
髏
の
義
、
習

蓬
は
慣
習

の
義

で
甲
を
以
て
乙
を
剌

戟
す

る
事

の
數

々
重
な
り
來

る
ご
終

に
習
ひ
以

て
性

ご

な

る
ご
云

へ
る
如
く
甲

の
力

に
依

り
て
乙

の
上

に
未
だ

曾

つ
て
見
な

い
所

の
現
象
を
呈
せ
し
む

る
に
至
る
を
云

ふ
o
此

の
場
合
勢
力
強
大
に
し

て
授
働
態　

(A
c
tiv
e
.)

に
在

る
も
の
を
能
熏

ε
云
ひ
勢
力

弱
小

に
し

て
被
働
態

(P
a
ssiv
e
)
に
あ
る
も
の
を
所
熏

ご
云
ふ
○

『
善
人

ご
居

る
芝
蘭

の
室

に
入
る
が
如

し
。
久
し
く
其
香
を
聞

か
す

即
ち
之

ざ
化
す
o
不
善
人

ξ
居

る
o
鮑
魚

の
肆

に
入

る

が
如
し
o
久
し
く
其

の
臭
を
聞

か
す
。
叉
之

ご
化
す
○
』

ご
云

ふ
家
語
の
諺
吉

は
熏
習
の
意
義
を
髣
髴

た
ら
し
む

る
に
足
る
も
の
か
あ
る
Q

起
信
論

の
熏
習
説
は
大

別
し

て
染
法
熏
習

・
淨
法
熏

習

の
貳

ご
な
り
細
別
し
て
無
明
熏
習

・
妄

心
熏
習

・
妄

八
六

境
界
熏
習

・
淨
法
熏
習

の
四
種

こ
な

る
O
染
法
熏
習

芯

は
流
轉

の
迷
界
が
次
等

に
發
現
し

て
來

る
原
理
を
述

べ

た
も

の
で
あ
る
○
現
在
生
活

よ
り
見

る
時
染
法
熏
習
ご

は
現
實

の
吾
人
を
色

づ
け
π
色
素

で
あ

る
。
萬
物

は
皆

一
定
の
原

因
が
あ

つ
て
其
の
必
然

の
結
果
ε
し

て
出
來

だ
も

の
で
あ
る
。
同
樣
に
人
間
に
あ

つ
て
は
現
在

の
事

實
は
過
去
の
原
因
の
結
果
で
あ

る
○

即
ち
其
は
輿

へ
ら

れ
陀

る
事
實

で
な
く
し
て
自
ら
與

へ
泥

る
事
實
で
あ

る

だ

か
ら
染
法
熏
習
ピ
は
自
己
自
ら
に
與

へ
だ
る
刺
戟
で

あ

つ
た
ε
同
時
に
繋
縛

で
あ
り
桎
梏
で
あ
る
○
而
も
十

字
街
頭
に
迷

へ
る
今

日
の
自
分
に
ε
つ
て
は
染

法
熏
習

に
依

つ
て
向
下
流
轉
し

て
來
た
事

が
實
際

に
墮
落

で
あ

る
か
否
か
を
疑
は
ざ
る
を
得
な

い
Q
寧

ろ
斯
く
す
る
事

が
人
類

の
進
化

で
あ
り
個
人

の
發
育

で
あ

る
ご
さ

へ
考

へ
ら
れ
る
○
總

て
の
科
學
は
分
析
解
調

の
學
で
あ
り
記

述

の
學

で
あ
る
o
併
し
總

て
の
科
學

は
其
の
根
底

に
或

る
假
定
を
必
要

ε
し
て
ゐ
る
o
心
理
學

に
於

て
さ

へ
意

識

の
存
在

は
證
明
を
要
し
な

い
基
本
要
求

ご
さ
れ
て
ゐ

る
o
而

る
に
我
法
は
共

に
室

で
あ

る
o
執
着
す
可
き
認

識

の
主
體
も
な
け
れ
ば
捉
ふ
可
き
認

識

の
對
象
も
な

い



畢
竟

一
切
は
之
れ
塞
で
あ
る
o
室

に
有
を
執
す

る
即
ち

生
死

の
迷
界
が
あ
る
の
で
あ

る
o
既
に
生
死
は
迷
妄

な

り
こ
す
れ
ば
生
死

に
到

る
過
程
も
亦
迷
妄

で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
c
之
れ
が
向
下
流
轉

の
染

法
熏
習
で
あ

る
2

吉
す
れ
ば
向
下
流
轉

ご
は
眞
如

の
所
熏
を
意

駿
す

る
吾

人

が
天
地
萬
有

の
岡
根

一
體

の
理
を
悟
ら
す
宇
宙
の
根

本
實
在

の
理
に
迷

ふ
の
を
根
本
無
明
ご
云

ひ
此
の
無
明

に
依
り
て
眞
如
起
動
し
て
其
の
本
鱧

を
覆
は

る
丶
を
名

付
け

て
無
明
熏
習

ど
云

ふ
此
の
邊

の
淌
息

を

起

信

論

に
は

『
不
三
如
實
知
二眞
如

法

一
一故
不
覺
心
起
而
有
二
其

念

一」

ε
云

つ
て
ゐ
る
o
期
の
如
く
無
明

が
眞
如
を
熏

習
す

る
か
ら
此
所
に
眞
妄

和
合

の
阿
黎
耶
識

が
發
生

す

る
○
此

の
識

よ
り
順
次

に
無
數

の
妄
心
を
派
生
す
る
o
妄

心
生
す
れ
ば
無

明
に
逆
熏

し
て
盆

々
眞

理
を
覆
蔽
し
客

觀

の
妄
境
界
を
生
す
る
o
妄
境
界
は
亦
熏
習
力

こ
な

つ

て
妄

心
に
熏
習
し
て
愈
を
迷
妄
を
深
う
す

る
o
斯

く
互

に
相
熏
し
相
資

け

て
種

々
の
煩
惱

を
發
し
雜
多
の
業

を

作
り
之
に
應
す
る
所
の
諸
種
の
果
法
を
う
け
て
巳
む
事

の
な

い
の
が
向
下
流
轉

の
妄
熏
習
で
あ

る
o
再
應
論
ん

す

る
ε
其

の
染

法
熏
習
は
無
朋
熏
習
と女
心
重
㎜習

・.妄
境

界

熏
習

の
參

に
分

つ
て
考

へ
る
事

が
出
來
る
o
無

明
熏

習

ご
は
無
明
及

び
無

明
所
起

の
煩
惱

の
力
用

に
依

つ
て

業

識
分
別
事
識
が
構
成

さ
れ
る
事

を
説

い
た
も
の
で
之

を

根
本
熏
習

・
所
超
見
愛
熏
習

の
貳

に
細

別
す

る
事

が

出
來

る
○
無
明
の
熏
習
作
用

に
依

つ
て
眞

理
か
ら
動
能

す

る
業
識

が
發
生

さ
れ
る
の
を
根
本
熏
習
ご
云
ふ
の
で

業
識
の
起
因

を
明
か
に
す

る
も

の
で
あ
る
o
併
し
業
識

の
發
生
は
直
ち
阿
黎
耶
識
の
存
在
を
意

凝
す

る
も
の
で

あ

る
か
ら
根
本
熏
習
ε
は
單

に
業
識

の
起
因
を
明
す
ば

か
り
で
な
く
廣
く
轉

・
現

の
諸
識

の
發
生

ピ
存
在
ご
を

基
礎

古
け

る
も
の
で
あ
る
o
所
起
見
愛
熏
習
は
妄
を
眞

ε
執
す
る
枝
末
無
明
の
見
愛
煩
惱
-

箕
理
に
迷
闇
な

見
煩
惱
と
所
謂
餘
り
に
入
情
的
な
愛
煩
惱
1

が
阿
黎

耶
識
な
る
三
細
の
自
體
を
辨
ぜ
寄
し
て
之
に
熏
習
し
て

亠ハ
麁
の
分
別
事
識
を
成
す
る
も
の
で
あ
る
○

次
に
妄
心
熏
習
ご
は
業
識

・
分
別
事
識
の
熏
習
力
に

依

つ
て
我
執
的
な
麁
顯
の
生
滅
ご
法
執
的
な
比
較
的
微

細
の
生
滅
ご
が
起
る
事
を
示
す
も
の
で
之
を
業
識
根
本

熏
習

・
増
長
分
別
事
識
熏
習
ご
に
分

つ
事
が
出
來
る
。

業
識
根
本
熏
習
ざ
は
業
轉
現
三
細
な
る
阿
黎
耶
識
が
根

八
七



本
無
明
に
熏
習

し
て
法
執
的
な
麁
中
細
-

不
斷
相
應

染

・
分
別
相
應
染
ー
ご
妄
境
的
な
細
中
麁
ー

現
色
不

相
應
染

・
能
見
心
不
相
應
染
1

の
生
滅
を
起
す
も
の

で
覺
醒
し
精
進
せ
る
三
乘
の
聖
者
を
し
て
更
に
細

の
分

葮
變
易
生
死
-

肉
體
の
束
縛
を
離
脱
し
て
其
の
業
因

業

果
の
聯
鑽
を
超
絶

し
陀
る
L
r

の
苦
を
受
け
し
む
る

も
の
を
云
ふ
○
次
に
麁
顯
の
妄
心
た
る
分

別
事

識
が
枝

末
無
明
に
熏
習
し
て
我
執
的
な
麁
中
麁
-

執
相
懸
染

;

ー
の
生
滅
を
起
し
凡
夫
を
し
て
分
段
生
死
I
i
永
久

の
生
滅

に
非
す
し
て
業
因
業
果
の
聯
鑽
の

一
節

ε
な

る

i
i

の
麁
苦
を
受
け
し
む

る
を
増
長
分
別
事
識
熏
習

ご

云
ふ
。絡

り
に
妄
境
界
熏
習
ご
は
境
界
が
更

に
縁
ε
な
り

て
外
よ
り
業
識

の
妄
心
に
熏
習
し
我
法
二
軌
を
増
長
す

る
の
を
云
ひ
之
も
増
長
念
熏
習

・
増
長
取
熏
習

ご
に
細

別
す

る
事

が
出
來

る
Q
増
長
念
熏
習

ご
は
客
觀
的
對
象

セ

る
細
中
麁

の
現
色
不
相
應
染
即
ち
境
界
が
其

の
原
動

力

π
る
業
識

の
妄
心

に
逆
縁

こ
な

つ
て
物
質
的
執
着

が

盆

々
増
礦

せ
ら
れ

る
も

の
で
六
麁
中

の
智
相

。
相
續
相

の
起
因
。を
擧
げ
た
も

の
で
あ
る
G
堰
長
取
熏
習

ご
は
既

八

八

に
我
執
的

の
執
相
應
染
が
六
根
六
境

に
對
し

て
芬
別
事

識
花
る
第
六
意
識
を
し

て
我

の
念
を
起
し
、
從

つ
て
我

所

の
念
を
生

じ
熏
惡
好
嫌
愛
僭

の
情
を
生
す

る
の
を
云

ふ
Q
吾
人
今
日
の
生
活
歌
態

が
過
去
に
於

て
斯

の
如
き

順
序

ご
過
程

ご
を
其
歴
史

こ
し
て
有

せ
し
哉

否
哉
を
决

定
す

る
事
に
は
少
な
か
ら
す
躊
躇
す

る
も
の
で
あ
る
が

併
し
染
法
熏
習

ご
云
ふ
概
念
丈
け
は
在
り
し
も
の
こ
し

て
叉
在

る
可
き
も

の
こ
し

て
考

へ
る
の
に

難

く

は

な

い
Q
起
信
論
が

『
佛

の
み
能
く
之
を
知
了
す
」

巴
云
ふ

の
は
斯

の
如
き
意

昧
で
あ
ら
う
○
吾
人

の
人
問
觀
は
何

所
迄
も
行
動

の
世
界
を
基
礎

こ
せ
る
偶
人
的
性
格
の
假

定

で
な
く
て
は
な
ら
な

い
c
我
が
地
球
上

に
は
最
も
自

巳

に
類
似

せ
る
關
係

の
深

い
だ
が
動
物
f

I
人
間
を
除

く
i
ー
と
も
異
な
り
た

る
如

き
各
自
の
特
色
を
有
す

る

存
在
物
が
無
數

に
あ
る
ビ
云

ふ
事
實
丈
け
で
以

つ
て
此

の
概
念

に
對
す

る
奪
敬
の
念
を
生
せ
し
む

る
に
は
不
足

で
あ
る
o
此

の
方
面

に
於
け

る
生
の
革
命
的
進
歩

に
依

り
行
動

の
世
界

が
現
は
れ
陀
事
而
し
て
行
動
世
界

が
今

後
の
更
に
大
な

る
發
展
進
歩

を
可
能
な
ら
し
め
陀
事
を

知

る
事

に
依

っ
て
此

の
觀
念

に
對
す

る
蟀
敬

の
念

を
生



ぜ
し
め
る
の
で
あ

る
o
此
等

の
假
定

に
依

る
事
が
正
當

な

る
限
り
苦
し
も
吾
人
今
日
の
生
活

が
墮
落
で
あ
り
流

轉

で
あ

る
な
ら
ば
1
誰
も
其
れ
を
向
上

ご
は
考

へ
な

い

で
あ
ろ
う
け
れ
ご
も
ー
之

ピ
正
反
對
な

る
生
活
即
ち
革

命
還
滅

の
其
れ
も
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Q
是
れ
が
向
上

遽
滅

の
淨
法
熏
習

で
あ
る
o
少
分
把
り

こ
も
向

上
還
滅

の
過
程
に
登

る
事
は
至
難
の
事
業

で
あ
る
っ
併
し
此
の

至
難

の
向
上
道
に
依

つ
て
の
み
眞

の
自
由

に
參
與
す

る

事

が
出
來

る
の
で
あ

る
○
即
ち
向
上

へ
の
實
現
ご
努
力

ε
は
人
類

に
負
擔

ゼ
ら
れ
陀
否
負
擔
す

可
き
蕪
務

で
あ

b
權
利
で
あ
る
併
し

一
方
吾
人
は
衆
生

こ
し
て
は
人
聞

こ
し

て
は
既
成
品
で
あ
る
が
佛

こ
し

て
は
飽
ー
迄
未
成

品

で
あ
る
○
水
源

か
ら
此
所
河

ロ
迄

水
澡

の
如
く
轉

々

ビ
流
れ
て
摩
セ
が
未

だ
之
以
上
大
海
の
波
浪
に
漂
は
ん

ε
し
て
ゐ
る
○
だ
が
入

々
は
個
人
を
流
す
肚
會

の
暗
流

を
叉
個
人
は
個
人

の
流

れ
を
こ
ん
な
に
考

へ
て
ゐ
る
で

あ
ろ
う
○
吾
人
は
如
何
な

る
時
代
を
も
通
じ
て
常

に
變

ら

な

い
人
心
の

一
面

を
特
種
な
個
人

の
心
,的
特
徴
ε
混

合
し

て
は
な
ら
な

い
○
人

々
の
心

の
奥

に
は
佛
性
の
玉

座

の
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
o
其
所
に
は
蒙
昧

な
無
明
の
闇
に
覆
は
れ
な
が
ら
も
未

だ
消
ね
失

せ
な

い

否
淌
す
事

の
出

摩
な

い
鏡

い
光

が
輝

い
て
ゐ
る
Q
此

の

光
を
明
る
く
す

る
爲
に
努
力
す

る
事

が
人
間

の
み
の
有

す

る
奪

さ
で
あ
り
我

々
が
自
身

に
對
し
て
有
す

る
義
務

で
あ
る
o
此

の
義
務
は
如
何
な
る
動
機

を
起
因

ご
す

る

か
又
如

何
な

る
過
程
を
辿

つ
て
逾
行

せ
ら
れ
る
か
或
は

又
途
行
せ
ん
が
爲
に
は
如
何
な
る
條
件
を
具
備

せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
説
明
す

る
の
が
淨
法
熏
習
で
あ

る
○

淨
法
熏
習
は
流
轉
向
下

の
生
活
を
營
む
吾
人
凡
夫

が

自
ら
其
の
心
底

に
眞
如

の
光
を
發
見
し
次

い
で
眞
如

の

光

が
無

明
の
閣
中

に
其
の
要
求
ε
し
て
生
死
輪
轉

の
苦

を
厭
ひ
寂
靜
浬
槃

の
樂
を
求
む
る
扛
勅
ま

る
○
此

の
要

求
は
次
第

に
熟
烈

に
な

つ
て
闇
中

の
光
は
盆
々
擴

大
さ

れ
る
が
其

の
光

が
強
く
な
れ
ば
な

る
程
次
第

に
閣

を
破

つ
て
途
に
吾
人
を
し
て
明
確
に
此

の
光
凋の
影
を
外

に
し

て
は
他
に
何
物
も
存
在
し
な

い
事

を
自
覺
せ
し

む
る
此

の
自
覺
は
次

で
唯
識
觀
等

の
形
を
以
て
顯
れ
其

の
修
法

の
結
果
完
全
に
心
外
無
境
の
理
を
悟
り
種
タ
に
方
便
し

て
眞
如

の
光

に
隋
順
す

る
樣
な
行
爲
砂
i
所
取
な
く
能

念

な
き
無
念
無
相
l
l
を
起

し
長

蒔
長
劫

に
亘

っ
て
威

八
九



化
刺
戴
作
用
を
繼
續
す

れ
ば
如
何

に
頑
迷

に
し

て
微
妙

な

る
無
明
も
邃

に
盡
滅
す
可
く
餘
儀
な
く

せ
ら
れ
る
。

微
妙
迷
動

の
素
材
π

る
根
本
無

開
が
滅
す

ゐ
な
ら
ば
從

つ
て
其
の
第

一
起
動
即
ち
妄

心
の
主
觀

は
更
に
更

に
起

る
事
が
な
い
○
主
觀
の
妄
心
が
起

る
事

が
出
來
な

い
な

ら
ば
主
觀

に
交
渉
し
て
の
客
觀

即
ち
妄
境
界
は
現
す

る

事
な
く
心

の
外
に
實
境

ご
認

む
可
き
何
物
も
存
在
し
な

く
な

る
斯

く
し

て
迷
、
次

い
で
は
轉
落

の
因

こ
な
る
可

き
無
明

ご
其

の
縁

こ
な

る
可
き
境
界

ご
が
共

に
騫
滅

せ

ら
れ

る
か
ら
此
所
に
迷

ご
名
付
け
ら

る
可
き
如
何
な

る

微
妙

さ
も
全
然
盡
き
切

つ
て
了
ふ
Q
此

れ
吾
人
が
最
高

の
理
想
こ
す

る
再

び
生
を
受
く

る
事
は
あ
ら
じ

の
無
上

浬
槃
な
れ
ば
其
れ
が
薗
然

の
業
用
こ
し

て
人

々
の
縁

に

應

じ
て
法
輪

を
轉
せ
ん
こ
の
化
身

ε
常
に
哀
み
を
以

て

總

て
の
人

々
を
救
は
ん

ε
誓

ふ
報
身

ご
を
顯
現
し
て
衆

生

を
救
濟
攝

化
す

る
に
至
る
以
上
が
淨
法
熏
習
の
總
體

で
あ
る
が
之
を
各
別
に
論
ん
す
る
巴
眞
如
熏
習

ご
妄
心

熏
習
こ
の
二
こ
な

る
o

眞
如
熏
習
は
自
發
的
な
自
髓

相
熏
習

ご
他
發
的
な

用

熏
習

ど
の
二
に
芬
け

る
事

が
出
來

る
自
體
相
熏
習

ε

九
〇

は
印
象

.
氣
分

こ
な
り

て
自
己

の
本
體

に
滋

在
せ

る
眞

如
其
れ
自
身
の
擡
頭
の
端
緒
で
黍

嘆

暑

べ
き
未

來
法
即
ち
浬
槃
道
の
第

蝸
歩
で
あ
る
o
乃
ち
層
人
凡
夫

ご
云

へ
共
無
始
以
來
先
天
的
に
何
物
に
も
汚
蟲
れ
ざ
る

其
れ
自
身
清
淨
な
る
本
覺
を
具
有
し
不
思
議
冥
董
あ

業

用
ご
境
界
の
相
と
を
備

へ
て
居
る
o
吾
人
が
内
ま
り
自

發
的
に
心
識
を
刺
戟
す
る
に
依

つ
て
生
死
を
疑

9
涅
槃

ゼ

を
欣

ぷ
心
を
生
せ
し
む
る
も
の
を
不
思
議
冥
熏

或
云
ひ

只

に
心
識
を
刺
戟
し
て
厭
求
心
を
生
ぜ
し
む

る
畫

b
で

な
く
亦
厭
求
心

の
爲
に
客
觀

的
對
稱

こ
な

る
の
を
攬

界

の
相

ご
云
ふ
の
で
あ
る
Q
斯
ぐ
眞
如

は
心
境

の
二
面
を

以

て
恒
に
妄
心
を
刺
戟
す

る
か
ら
能
く
吾
人
を
し

て
向

上

の
道

に
對
し
精
進

努
力

せ
し
む
る
に
至

る
o

而
し
そ

其

の
眞
如
が
各
個
人
に

一
樣

に
内
向
的
自
發
的

に
刺
戟

す

る
こ
す
れ
ば
吾
人
人
類
は
叉
皆

一
樣
に
浬
槃

に
通
逕な

す
可
き
で
あ

る
の
に
而
か
も
御
惑
道
者
衆
悟
之
者
寡
江

る
の
は
吾
人

に
は
無
始
以
來
無
數

の
無
明
蒙
昧
が
あ

つ

て
其
れ
自
身
先
天
的

に
差
別
し
且
蒙
昧
な
主
義

私
情

の

上
に
起

る
、

よ
軌
多
く
、
よ
り
悪
く
、
よ
り
粗

い
心
的
作

用
所
謂
煩
惱
即
ち
根
本
煩
惱

よ
り
涙
生
隨
伴
し
來

れ
る



隨
煩
惱
及

び
誤
れ

る
思
惟
よ
り
起

れ
ゐ
我
見
並

に
本
能

的
生
得
角

に
肉
體

ご
倶
に
存
す

る
愛
染

等
の
煩

惱
が
皆

各
差
別

て
厚
薄
等

一
機

で
な

い
か
む
眞
如
は
李
等
無

差
別

で
あ
つ
て
も
衆
生
は
同
時
に
解
脱

i
ー
輸
廻
の
状

態

よ
り
離

れ
た
る

ー
ー
す

る
事

は
决
し
て
あ
り
得
な

い

即
ち
無
明
煩
惱

の
稀
薄
な
者
は
早
く
信

じ
早
く
修
し

て

早
く
佛
道

に
趣
向
す

る
事

が
出
來

る
け

れ
.ε
も
其

の
濃

厚
な
者

は
容

易
に
邏
を
邁

ご
信

ん
す
る
事

が
出
來
な

い

か
ら
乃
ち
悟
道

の
成
得

に
前
後
無
數
の
差
別
が
生
じ

て

來

る
の
で
あ
る
○
加
之
佛
敷

に
於

て
は

一
切
法
因
縁
生

巴
説

い
て
賻
塞
を
通
じ

て
因

ご
縁

こ
の
二
要
素
を
認

め

る
Q
事
實
吾
人

は
縁
の
巾

に
生
存
し
因
に
依
り
て
其
れ

を
墓
礎

づ
け
る
の
で
あ
る
○
樫

の
實
は

大
木
こ
な

る
可

き

使
命

を
有

し
て
ゐ
る
け

れ
こ
も
入

が
之
を
土
に
蒔
き

雨

が
其
れ
に
水
を
興

べ
な
け

れ
ば
其
れ
は
双
葉
た

る
事

さ

へ
も
出
來
な

い
。
ま
し

て
其

が
大
木

こ
な

る
爲

に
は

永

き
時
間

ご
多
く

の
縁

ご
を
必
要

こ
す

る
。
同
樣
に
吾

人
人
聞
に
ご
つ
て
も
佛
性
た
る
眞
如

に
路
傍
に
於
け
る

塵
埃
中

の
種
子
た

る
の
み
。

其
れ
は
覺
者
・
菩
薩
・
善
知

識
等

の
敖
化
の
縁

に
遇

は
な
け
れ
ば
耳
大
な
菩
提
樹
ご

な

る
事
は
出
來
な

い
。
同
時

に
亦
敖
化
の
外
縁
が
あ

つ

て
も
内

に
於
け

る
眞
如

の
佛
性

が
目
醒

め
向
上
努
力
せ

な
け
れ
ば
浬
槃
を
求

め
る
事
業
は
成
就

さ
れ
な

い
。
畢

竟
自
己

の
身
内

に
覺
醒
し
た
る
眞
如

の
力

あ
る
剌
義

が

あ
り
外
よ
り
之
を
助
勢
す

る
諸
佛

・
菩
薩

・
善
知
識

の

-絶
大
な
慈
悲
擁
護

の
作
用

が
あ
る
な
ら
ば
厭
求

の
粗
雜

な
向

上
作
用
は
信
樂

曾
修
善

。
啓
示

。
見
佛
等

の
順
序

を
以
て
進
展
し
て
能
く
涅
槃
の
靜
寂

を
髏
得
す

る
事
が

出
來

る
o
此
の
外
向
的
他
發
的
な
縁

が
即
ち
用
熏
習

で

あ

る
o

.
眞
如
の
體
相
が
無
限

の
完
全
で
あ
り
充
満

で
あ
る
限

り
其
が
用
大
こ
し
て
の
救
濟
作
用
即
ち
報
化

二
身

の
顯

現
は
亦
無
限
で
あ

る
が
之
を
差
別
縁

ご
李
等
縁

こ
の
二

種

に
分

つ
事

が
出

來

る
○
差
別
縁

ご
は
人

間
の
生
活
は

無
限
の

流
轉
相
で
あ

る
か
ら
其
れ

に
對
す

る
救
濟

も
亦

限
り
無

き
無
數
の
姿

に
依

つ
て
表
は

さ
れ
る
事

を
説

い

耽
も

の
で
あ

る
。
或
は
吾
人
人
間
の
所
見
ざ
な
り
或
は

所
念

の
封
境

こ
な
b
或
は
怨
敵

こ
な
り
或
は
盜
賊
債
圭

ご
な
b
或
は
父
母
・
兄
弟
・
春
屬

ご
な
り
或
は
給
使
奴
婢

こ
な
り
或
ぱ
菩
薩
が
衆
生
敏
化

の
方
法
π
る
四
攝
I
f
-

九
一



布

施

・
愛
語

。
利
他

・
同
事
1
ー
を
起

し

一
切

の
所
作

を
示
し
、
人

々
を
し

て
事

々
に
際
し

て
善
根
を
修
す
可

く
餘
儀
な
く
仕
向
け
る
。
欷
育
學

・
生

物
學

に
所
謂
環

境

も
無
論
差

別
縁
の

一
部
分
に
過
ぎ
な

い
○

此
の
差
別

縁
に
近
縁

ざ
云

つ
て
速

に
度
脱
を
得
せ
し
む

る
縁

に
な

る
も
の
こ
遽
縁

ε
云

つ
て
、
遽

き
將
來

に
度
脱
を
得
せ

し
む
る
縁

に
な

る
も
の
こ
の
別

が
あ

る
○
而
し
て
此
の

近
遠

二
縁

の
何

れ
に
も
亦
増
長
行
縁

ご
受
道
縁

ε
の
二

が
あ
る
o

増
長
行
縁
ビ
は
眞
如
解
脱
を
觀
ん
す
る
の
智

を
起
す
迄
の
方
便
行
を
増
長

せ
し

め
る
縁

こ
な

る
も
の

'で
、
受
道
縁

ご
は
眞
如
無
漏
智
を
起
す

正
觀

を
受
け
し

め
る
縁

こ
な
る
も

の
で
あ
る
o
季
等
縁

ご
は
、
前

の
差

別
後

の
如

く
差
別
的

・
對
機
的

に
所
作
方
便
を
施

さ
す

否
等

に
佛
形
を
以

て
應
現
す

る
も

の
を
云
ふ
の
で
あ

る

即
ち
自
覺

々
他
覺
行
究
滿

ゼ
る
佛
、
及
び
上
求
菩
提
下

化
衆
生

に
精
進

せ
る
菩
薩
が
迷
界

に
來

つ
て

一
切
人
類

を
救
濟

し
、
度
脱
せ
し
め
ん
ε
願
じ
て
自
然
に
戚
化
救

濟

的
な
刺
戟
作
用
を
施
し

て
常

に
恒
に
攝
取
し

て
捨

て

す

、
同
體

の
智
力
1
ー
凡
聲
,染
淨
同

一
體
な
り
ご
知
リ

ダ

て
無
礙
の
實
髓
を
悟
り
無
窮

の
化
用
を
顯
す
佛
の
完
全

九

二

智
l
I
を
以

て
人

々
の
見
聞

す
可
き
に
隨

つ
て
其
の
心

中

に
不
思
議

の
作
業
妙
盆
即
ち
後
得
智

ー
1
機
冥

に
適

す

る
差

別
相
に
通
じ
た
智
l
I
を
惠
ぐ
む
、
乃
ち
人

々

は
眞
如
李
等

を
修
得
す

る
の
三
昧

に
於

て
諸
佛
の
身
相

・
穂
量

の
差
別
を
滅
し
て
靜

水
の
月
影
を
宿
す
樣

に
判

然

こ
し
て
諸
佛

の
身
量
卆
等

に
し
て
分
齊

の
姿
無
き
を

知

る
の
で
あ

る
○
斯

く
眞
如

の
種

々
相

に
刺
戟
熏
習
さ

れ

る
事

に
依

つ
て
厭
求
の
心
が
更

に
夂
眞
如
に
逆
重
し

て
人

々
を
し
て
自
ら
己
性
を
信

ん
せ
し
め
進

ん
で
念
著

を
遠
離
す

る
法
を
修
す

る
に
至
る
○
之
を
妄
心
熏
習

ご

云
ふ
○
還
滅
門

の
淨
法
熏
習
に
妄
心
熏
習

の
名
辭

が
あ

6

の
は
、
因
位
修
行
の
間
は
如
何

に
其

が
努
力
的

・
向

上
的

の
者
陀
り
こ
も
蠱
く
解
脱
涅
槃

に
對
す

る
憧
憬
執

著
よ
b
起

る
妄
心

の
上
・の
作
用

で
あ

る
か
ら

で
あ
る
。

即
ち
其

れ
は
業
識

・
分
別
事
識

の
熏
習

に
依
り
て
信
力

を
以
て
修
行
し
、
向
上
還
滅

の
世
界
に
到
逹
す

る
も
の

で
あ

る
o
分
別
事
itn
II°1I:習

yJ
は
彼
此
分
別
す
る
意
識

の

所
有
者
即

ち
十
信

の
凡
夫
並

に
利
自
的
な
聲
聞
縁
覺

の

二
乘
が
唯
心
所
現

の
理
を
辨

せ
す
し

て
生
死

の
外

に
浬

槃
あ
り
、
涅
槃
の
外

に
生
死
あ
り
、
生
死
は
苦
に
し
て



厭

ふ
可
く
浬
槃

は
滅

に
し

て
欣

ぶ
可
キ
、も
の
.、
思
考

し
て

自

己
の
爲
に
浬
槃

を
求

め
生
死
を
脱
せ
ん
ご
努
力

し
て

漸
次

に
無

上
菩
提
の
道

に
趣
向
す

る
も

の
を
云

ふ
○

次

に
意
熏
習
ご
は
通
じ

て
云

へ
ば
五
意

に
し
て
本

に
就
け

ば
業
識
の
熏
習
力

で
あ

る
。
前

に
數

々
邇
ぶ
る
が
如
く

業
識
及
び
其

よ
り
漸
次
派
生

せ
ら
、れ
ヤ
↑
る
五
意

の
存
在

状
態
並

に
活
動
歌
態

は
極

く
微
細
な
も

の
で
あ
る
か
ら

從

つ
て
其
れ
が
熏
習
作
用

は
惑
を
伏
し

て
戚
を
斷

ん
す

る
三
賢
十

地
の
利

他
波
羅
密

の
行
者
即
ち
菩
薩

に
の
み

起

る
も
の
で
あ

る
o
之
れ
は

一
切
諸
法
唯
識

の
理
を
知

り
、
黎
耶
の
本
識
を
了
し
能
所
未
分
の
絶
封
的

に
近
き

迄
達
す

る
か
ら
其
の
精
進
努
力
も

一
段
の
活
氣

巴
緊
張

味

を
加
ふ

る
も
の
で
速
疾

に
浬
槃

に
趣
向
す

る
も
の
を

云
ふ
○
此

の
五
意

ご
亠
ハ
識

こ
の
熏
習
を
受
け
眞
如
を
如

實

に
信
ん
す

る
力
を
以
て
能
く
修
行
す

る
事

の
出
來

る

凡
夫

・
二
乘

。
初
發
意

の
菩
薩

は
未

だ
無
勞
別
心
を
得

な

い
か
ら
隨

つ
て
其
の
觀
智

の
内
容

が
眞
如

の
体
ε
相

應
す

る
事

が
出

來
す
、
叉
未
だ
自
在
業
を
得

て
ゐ
な

い

か
ら
隨

つ
て
其

の
修
行
が
眞
如
の
用
に
符
合
す

る
事

が

出
來
な

い
○
だ

か
ら
之

を
眞
如
熏
習
に
望
め
て
未

相
應

の
位

こ
す

る
の
で
あ
る
。
之

に
反
し

て
勅

地
以
上
の
菩

薩
は
既

に
・
で
分
づ

丶
無

明
を
斷
じ
得
π
か
ら
隨

つ
て
無

分
別
心
を
得

て
眞
如
法
身

の
体

ε
も
相
應
し
叉
既

に
自

在
業
を
得

て
唯
法
力

に
依

つ
て
自
然

に
修
行
す

る
か
ら

之

を
翼
如

の
体
用
に
對
し

て
巳
相
應

の
位

ε
云
ふ
の
で

あ
る
○

以
上
は
染
淨

二
熏
習

の
單
な

る
略
辨

に
過
ぎ
な

い
が

要
す

る
に
其
れ
は
衆
生

ご
佛
陀

・
人
間

ε
如
來

こ
の
關

係

を
示
す

グ

ラ
フ
で
あ

つ
て
其

の
両
端
は
無
限
大
を
以

イて
表
は

さ
る
可
き
も
の
で
あ

る
。
向
下
流
轉

の
染
法
熏

習
は
過
去

に
於

て
曾

て
斷
絶
し
陀
事
は
な
け
れ
共
成
佛

す

れ
ば
即
ち
斷
滅
す

る
も
の
で
あ
る
○
之

に
反
し

て
向

上
還
滅
の
淨
法
熏
習
は
過
去
に
も
斷
絶
し
陀
事

が
な
け

れ
ば
未
來

に
も
斷
絶

さ
れ
る
事

が
な

い
o
即
ち
眞
如

は

無
始
無
終
の
存

在
で
あ

る
か
ら
盡
未
來
際
を
通
じ

て
恒

久
に
熏
習
し
、
妄
心

の
滅
盡
後
ざ
云

へ
共
術
利
他
的
に

用
熏
習
を
施
し
て
止
ま

ぬ
も

の
で
あ

る
○

併
し
此
所
迄
來

て
叉
、
行
を
換

ふ
可
く
餘
儀
な
く
さ

れ
る
事
は
無
明
や
眞
如
ご
云

ふ
言
葉
が
熏
習
説

の
基
礎

を
餘
り

に
假
定
付
け

窪
爲

に
無
始
無
終

●
無
始
有
終

ご

九
三



云
ふ
語
を
逋
じ
て
眺

め
た
其
れ

の
概
念

が
朦
朧

こ
し
て

來

セ
事

で
あ

る
。
だ
か
ら
吾
人
は
無
始

・
有
終

の
盲
葉

を
通
じ
て
の
眞
如
無
明

の
,存
在

を
吟
味
し

て
見

よ
う
○

其
の
第

一
に
來

る
可
き
疑
問
は
眞
如
も
無
始

の
存
在
無

明
も
亦
無
始

の
存
在
な
り

こ
す

れ
ば
・、
起
信
論

は
眞
妄

二
元
論
で
は
な

い
か
ご
云

ふ
事

で
あ

る
○
無

明

ご
眞
如

ε
の
關
係
は
敖
論

(S
a
n
k
h
y
a
)に
於
け

る
紳
我
(P
LU'n
sh
a
)

の
自
性

(P
ra
k
�iti)
に
於
け
る
如
き
相
互
的
な
二
元

論

で
も
な
け
れ
ば

ス
ピ
ノ
ザ

(Q。
℃
叫8
諺
)
の
汎
神
論

(℃
碧
?

h
e
ism
)

'に
於
け

る
屬
性

ε
し

て
の
佛
心
的
二
元
論
の
如

き
も
の
で
も
な

い
o
要
は
吾
人
が
徹
底

的
に
我
法
二
室

の
理
に
逋
曉
す
れ
ば
容
易
に
了
解

さ
れ

る
程

の
も
の
で

あ
る
o
即
ち
絶
封
其
物

の
眞
如
門
の
立
塲
か
ら
す

る
な

ら
ば
義
記

に
も
註

せ
る
如
く

『
眞
如
門
は
是

れ
染
淨
の

逋
相
な

る
を
以

て
逋
相
の
外

に
別

の
染
淨
な
し
o
」
で
あ

つ
て
實

に
眞

も
な
く
、
妄
も
な

く
、
只
染
淨
未
分
唯

一

絶
封

あ
惹
の
み
で
あ

る
。
次

に
之
を
相
對
的
な
生
滅
門

の
立
塲

か
ら
見

る
な
ら
ば
眞
如

と
無

明
ご
は
非

一
非

異

の
關
係
に
在

る
も
の
で

一
應

は
覺

ご
不
覺

明
ご
不
明
ご

判
然
區
別
す

る
も
無
明
は
眞
如

に
依

つ
て
物

め
て
存
在

九
四

す

ろ
為
の
で
あ
る
o
而
ら
ば
眞
如

に
依

る
の
無

明
な
ら

ば
眞

如
の
存

在
は
無
始

の
無
始
に
し
て
無
明
の
存
在
は

有
始

の
無
始
で
は
な
か
ろ
う

か
o
此
の
謬
見
は
縁
起

ε

云

ふ
言
葉

の
瞹
昧

さ
を
指
摘
す

る
も

の
で
あ
る
が
佛
歡

に
所
謂
縁
趨

ご
は
時
間
的
な

る
ご
同
時
室

間
的
の
其

れ

を
意
味
す

る
も
の
で
あ
る
○
縁
起
即
實
相

に
し
て
眞
如

無
明
は
過
去

に
調
す

る
も
現
在
に
就
く
も
無
始
は
依
然

ε
し

て
無
飴

で
あ
る
。
何
ん

こ
な

れ
ば
無
明
は
無
体
即

塞
に
し

て
有
用
情
事
の
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
而

ら

ば
無
始

の
無
明
は
何
故

に
有
終

な
の
か
○
無
始

は
無

窮
。
無
窮
は
終
極
な
き
も

の
な

れ
ば
無
始

の
無

明
は
斷

然
無
終

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
而

る
に
無
睨

が
有
終

な

の
は
其

が
無
始
蹇
の
存
在
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
o
即

ち
眞
如
は
無
始
無
終
、
無

明
誠
無
始
有
終

の
存
在

こ
な

る
の
で
あ

る
o

熏
習
説

の
全
体

は
因
ご
縁
こ
の
相
互
作
用

に
外
な

ら

な

い
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
淨
法
熏
習
の
用
熏
習
に
至

つ
て
は

一
厩
縁

ご
云

ふ
事
實
が
明
瞭

に
な

つ
て
ゐ

る
〇

一
体
因

ご
縁

ε
が
和
合
し
て

一
物
の
存
在
を
可
能
な
ら

し

め
る
事

は
獨
り
佛
敏
の
み

の
原
理
な
の
で
は
な
く
て



凡
る
事
實

の
成
立

に
は
必
要
缺
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
o
若
し
今
敖
育
な
る
機
能
に
就

て
之

を
見

る
な
ら
ば

肚
會

に
順
應
し
次

い
で
は
肚
會

を
超
越
せ
ん
ε
す

る
敖

育

の
客
騰
た

る
被
敖
育
者

ご
之
を
指
導
熏
練
す

る
敏
育

の
圭
體
即
ち
敖
育
者

こ
の
二
が
具
備
せ
ら
れ
て
勅

め
て

敷
育

な
る
事
實

が
成

立
す

る
の
で
あ

る
o
だ

か
ら
人

々

が
如
何
に
浬
槃
道

を
信
樂
し

て
も
之
を
擁
護
し
増
長

せ

し

め
る
佛

。
菩
薩

の
大
慈
悲
が
あ
り
得
な

い
な
ら
ば
吾

入
が
向
上
は
途

に
無
意
味

に
終

る
で
あ
ろ
う
o
而
し

て

向
土
還
滅
を
希
求
す

る
吾
人
が
意
志
即
ち
因

ご
諸
佛
菩

薩

の
大
慈
悲
即
ち
其

の
縁

ご
は
其

の
質
量

・
作
用
互

に

反
比
例
す
る
も
の
で
あ
り
、
吾
人

が
心
中

に
育
ぐ
ま
れ

た
る
善
意
志

ご
悪
意
志
即
ち
眞
如
自
体
相

ご
無
明
差
別

相

ε
は
亦

互
に
反
比
例
す

る
も
の
て
あ
る
。
故
に
現
實

生

活
の
矛
盾
に
う

ご
め
き
な
が
ら
微

か
に

一
點
何
物
か

の
光
を
認

め
陀
吾
人

の
生
活
は
流
轉
し

つ
丶
あ

る
悪
意

志

ご
向
王

し

つ
丶
あ
る
善
意
志

巴
特

に
之
を
憐
み
育
ぐ

む
佛

の
大
意
志

こ
の
三
條
の
細
紐
に
依

て
形
成

さ
れ
だ

一
條

の
大
綱

で
あ

る
○
此
の
綱
を
編

ん
で
ゐ
る
細
紐

の

種
類
如
何
に
依

つ
て
色

々
な
綱
が
編
み
出

さ
れ

る
o
郎

ち

凡
夫
の
綱

・
二
乘
の
綱

・
菩
薩

の
綱

・
佛

の
綱

が
編

み
出

さ
れ
る
o
今
、
現
に
吾
人

は
或

る
種
類

の
綱
を
編

み

つ
丶
あ
る
の
で
あ

る
o
併
し
、
流
轉
的
傾
向
に
無
明

差

別
相
と
慈
悲
擁
護

の
用
熏
習
圏
は
直
接

に
因
ざ
縁

ε

の
關
係
に
あ

る
も

の
ご
に
云

へ
な

い
o
何
ん
こ
な
ら
ば

因

に
縁
を
縁

ε
し
て
受
く
可
き
カ

が
な

い
か
ら
で
あ

る

だ

か
ら
用
熏
習
ご
直
接
の
因
縁
關
係

に
あ

る
も
の
は
流

轉
的
傾
向

の
無
明
差
別
相
其

の
者

か

一
轉
し

て
向
上
的

傾
向

巴
な
リ
セ
る
眞
如
自
體

相
の
立
場

に
あ

る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
○
故

に
起
信
論

の
高
潮
し
斷
言
す

・
る
因
縁
は
淨
法
熏
習
に
於
け

る
人
間

ご
如
來

こ
の
間
に

行
は

る

・
相
互
作
用

で
あ
る
○
本
よ
り
因
縁
關
係
を
無

親
し

て
染
法
熏
習
は
成
立
す

る
餘
地
を
有

し
な

い
け
れ

こ
も
、
染
法
熏
習
の
因
縁
關
係

は
因
果

の
聯
續

に
於
け

る
其

れ
で
あ

つ
て
、
第

一
重
の
因
縁
關
係

に
於

て
曇
如

を
因

こ
し
、
無
明
を
縁

こ
し
、
妄
心
を
果

こ
し
、
第

二

重

に
は
無

明
を
因
ε
し
、
妄
心
を
縁

こ
し

て
妄
境
界
を

果
ご
す
Q
斯
ぐ
し
て
前
生
起

の
縁
を
後
生
起
の
因

こ
し

前
生
起

の
果
を
後
生
起
の
縁

こ
し
て
順
次

に
及
ぶ
因
縁

關
係

で
あ

る
o
併

し
淨
法
熏
習

の
縁

こ
な

る
用
熏
習
は

九
五



斯

る
種
類
の
縁
で
は
な
く
し

て
終
始
縁

ざ
し

て
の
價
値

存

在
を
有
す

る
縁
で
あ

る
○

即
ち
其
れ
は
總

て
の
因
果

關
係
を
離

れ
て
之
ご
存
在
を
別

に
す

る
底

の
も
の
で
あ

る
o
即
ち
其
れ
は
在

る
可

き
も
の
こ
し

て
の
慈
悲
の
抽

象
化

で
あ
る
o
相

對

關

係

に
あ
る
縁
で
は
な
く
し
て

絶
對

の
縁

で
あ

る
o
だ
か
ら
此

の
縁
は
淨
法
熏
習
ば

か

り

に
作
用
す

る
も

の
で
は
な
く
て
、
も

つ
ご
廣

く
染
法

熏
習
の
何
處

に
で
も
作
用
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
Q
用
熏
習
の
縁
は
熏
習
の
全
鱧
に
行
は

る
＼
縁

で

あ
つ
て
、
熏
習
其
れ
自
身

は
亦
其

の
能

断
關
係
を
因
縁

關
係

に
貴
く
も
の
で
あ
る
o
雌
の
用
熏
習
を
癢
く
染
淨

二
熏
習

に
適
用
す

る
時
初

め
て
華
嚴

に
云

ふ
如

き
因
門

の
六
義
1
,i
塞
有
力
不
待
縁

・
塞
有

力
待
縁

・
室
無
力

待
縁

・
有
有
力
不
待
縁

・
有
有
力
待
縁

・
有
無
力
待
縁

ー
ー
が
成
立
す

る
の
で
あ

る
o
併
し
用
熏
習
セ

る
縁
を

蒙

る
吾
人
入
間
の
立
塲

か
ら
す

る
な
ら
ば
、
吾
人
が
其

の
縁

陀
る
佛

・
菩
薩

の
慈
悲

を
知

る
ご
否
ざ
に
依

つ
て

其
の
間
大
な
る
差

違
あ
る
も
の
こ
な
b
は
せ
ま

い
か
〇

一
般

に
人
間
は
有
意
識
的
に
行
爲
す

る
事

ご
無
意
識
的

に
行
爲
す

る
事

こ
の
二
行
爲
を
有

し
て
ゐ
る
が
、
有
意

九
六

識
的

に
行
爲
す

る
事

の
み
が
活
動
の
状
態
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
o
同
樣

に
太
陽

の
光
線

の
何
物
な

る
か
を
知

る
事
が
稻
を
作
る
も
の
に
ε
つ
て
最
も
大
切
な
事

で
あ

ろ
う
o

だ
か
ら
吾
入
が
思
惟
行
爲

の
縁

こ
な

つ
て
、

一

歩
も
吾
人

か
ら
離

れ
る
事

の
な

い
如
來
の
慈
悲
即
ち
佛

の
大
意
志
を
知

る
ご
云
ふ
事
は
最
も
意
義
あ
る
事

で
な
'

け
れ
ば
な
ら
な

い
o
併
し
如
來

の
慈
悲
は
單

な
る
存
在

ε
し
て
存
す
る
も

の
で
な
く
て
其
は
眞
如

の
作
用

こ
し

て
初

め
て
存

す
る
も
の
で
あ

る
Q
若
し
も
如
來
の
慈
悲

が
個

々
の
完
全
軆

こ
し

て
客
觀
的
に
他
に
何
物

ご
も

の

鬮
係
な
く
し
て
存
す

る
な
ら
ば
、
其
れ
は
如
來

が
如
家

薗
身

に
有
す

る
慈
悲

で
あ

つ
て
、
吾

入
人

間
に
は
何
等

關
與
す

る
事

の
な

い
も

の
で
あ
る
○
即
ち
如
來

の
慈
悲

は
眞
如

の
作
用
ざ
し

て
始

め
て
存
在
し
吾
人
人
類

に
對

し
て
信
仰
上
の
價
値
概
念

を
有
す

る
普
遍
安
當
的
な
存

在
ご
な

る
の
で
あ
る
o
故

に
眞
如

の
作
用
た

る
慈
悲

・擁

護
を
見

る
に
先
立

つ
て
、
其

れ
を
基
礎

づ
け

る
爲
に
眞

如

の
髓

相
ー
ー
本
體

・
現
象

ー
t

に
迄
溯

る
事

こ
し
よ

う
○
起
信
論

に
は
眞
如
の
本
體

・
現
象

・
作
用
を
夫
れ

夫

れ
普
遍
的
な
物

ご
解
し

て
、
之
を
體
相
用

の
三
大

ご



稱
し

て
居

る
o
體

大
ε
は
吾
人
凡
夫
よ
り
諸
佛
に
至

る

迄

の
凡

る
階
級

を
通
じ

て
李
等
無
差
別
の
者

で
あ
る
o

即
ち
其
れ
は
室
問
的

に
悟

れ
る
佛

ご
云

へ
共
増
す
事
な

く
迷

へ
る
凡
夫

ご
云

へ
共

減
ん
す
る
事

の
な

い
も
の
で

あ
る
○
又
時
闘
的
に
も
遯
去

・
現
在

・
未
摩
を
遞
じ
て

増
減
な
き
も
の
で
あ
る
o
華
嚴
經
に

『
心
佛
及
衆
生
是

三
無
差
別
』
ε
云

へ
る
は
其
が
塞
間
的
見
解

で
あ

つ
て
、

此
所

に
も
亦
生
佛
不

二
の
關
係
を
辿
る
事

が
出
來

る
が

要
す

る
に
眞
如

の
本
體
は
常
恒
不
變

の
存
在

で
あ
る
○

次
に
相
大
ε
は
眞
如

は
既

に
常

恒
の
實
在

で
あ
る
か
ら

其
れ
が
顯
在
默
態
も
亦
最
も
圓
滿

な

一
切

の
煩
惱

・
束

縛
か
ら
脱
し
陀
無
漏
眞

實
の
者
で
あ

る
o

處

が
無

明

に
依

る
生
滅
あ

る
現
象
は
種

々
な
不
純

さ
を
有
す

る
有

漏
過
失

を
有

せ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
之
を
眞
如

の
自
相

ご
黌
立
さ
せ
る
時
即
ち
吾
人

の
眼
を
以
て
見

る
時
眞
如

の
自
相

に
は
無

限
の
優
越

點
を
見
出
す
事

こ
な

る
o
之

を

一
々
列
擧
す

る
ε
實

に
際
限

の
無

い
事
に
な

る
か
ら

起
信
論
に
ば
畧
し

て
大
智
慧
光

明
義

・
遍
照
法
界
義

・

眞
實
識
知
義

・
自
性
清
淨
義

・
常
樂
我
淨
義

・
清
凉
不

變
自

抂
義

の
六
義
を
擧
げ
て
ゐ
る
o
要
す

る
に

一
切

の

差
別
妄
染
は
盡
く
心
體
の
迷
動
し
た
結
果
顯
は
れ
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
總

て
不
功
徳
I
i
佛
果
を
得

べ
き
所

業

の
反
對
l
l

の
相

で
覆
は
れ
て
ゐ
る
。
苟
く
も
心
か

起
動
し
て
其
所

の
客
觀

の
念
ん
す
可
き
幾
許
か
の
法
だ

に
あ

る
な
ら
ば
即
ち
佛
果
を
得

べ
き
功
徳
の
相
は
缺
け

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
處

が
我
等

が
心
性

は
元
來
無
動

で

あ
っ
て
凡
る
妄
見
妄

分
別
を
離

れ
陀
も
の
で
あ
る
か
ら

其

の
自
軆

に
恒
河
沙

に
も
過
ぐ

る
○
不
離

・
不
斷

・
不

異

・
不
思

・
不

思
議
の

一
切
の
功
徳
が
具
足
さ
れ
滿

足

さ
れ
て
少

し
も
缺
く

る
所
が
な

い
o
其
故

に
此
の
心
性

を
如
來
藏

ご
名
付

け
叉
如
來
法
身
f
ー
宇
宙

に
於
け

る

寂
然
常
恒
の
理
法
が
如
で
其
れ
が
直

に
覺
體

で
あ

る
所

が
來

で
あ
る
‐
‐
3c1
も
名
付
け

る
の
で
あ

る
o
次
に
眞

如

の
用
に
は
法

ビ

一
致

せ
る
佛

の
眞
身
即
ち
法
身
如
來

の
上
に
不
思
議
自

然
の
働

き
が
あ

る
の
を
示
す

の
で
あ

る
○
諸
佛
如
來
が
本

ご
因
地
の
菩
薩

で
あ

つ
セ
時
大
慈

悲
を
發
し
、
利
他
の
爲

に
己
れ
を
犧

牲
に
す

る
諸

々
の

波
羅
密
を
修
し
人

々
を
救
濟

し
大
誓
願
を
建

て

・
時
間

的
に
何
時
迄
ε
刧
數
を
限
ら
す
未
來
際
を
盡
し
、
室
間

的
に
總

て
の
衆
生
界
を
濟
度
℃
盡

さ
ん
事

を
翼
證

ε
し

九
七



て

一
切
衆
生
を
見

る
事
徇
し
自
己

の
如
く
、
而
も
亦
衆

生

の
相
を
取
ら
す
i
ー
如
實
に

一
切
衆
生

蓬
己
身

ご
翼

如

李
等

に
し
て
別
異
無
き
事

を
知

る
が
故

に
ー
ー
斯
く

し

て
久
し
く
利
他
救
濟

の
心
行
を
精
進
し

た
結
果
邃

に

無
明
を
滅
し
陀
永
劫
不
蠻

な
る
萬
有
本
體
こ
の

一
致
者

即
ち
法
身
が
顯
現
す

る
法
體

の
完
成
者

に
し

て
心
體

の

充
實
者
π

る
法
身
如

來
の
上
に
衆
生
救
濟

の

一
大
作
用

が
起

る
の
を
眞
如

の
用

大
ε
稱
す

る
の
で
あ
つ
て
、
即

ち
佛

の
報
應

二
身
を
指
す

の
で
あ
る
o
然

る
に
凡
そ
諸

佛
如
來

の
本
身
な

る
も
の
は
元
、
唯
だ
、
法
身
智
相

の

身
。
第

一
義

諦
・中
道
實
相
の
攝

で
あ

つ
て
、
第

二
義
的

な
世
間
の
現
象

ご
何
等
關
係

の
あ

る
可
き
も
の
で
は
な

い
斯
く
眞
如
法
身

は
湛
然
寂
靜
で
あ
る
け
れ
共
、
寂

に

即
し

て
常

に
照
す

る
作
用

が
あ
る
か
ら
衆
生

の
機
戚

に

應
じ
て
見
聞

せ
し

め
利
盆
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
o

だ

か
ら
眞
如

の
作
用
、
佛

の
法
應

二
身

ご
云

つ
て
も
實

は

唯

だ
衆
生

の
心
水
に
映
じ
泥
影

に
過
ぎ
な

い
o
即
ち
法

身

(D
h
a
rm
a
k
a
y
a
)
は
絶
對
的
存
在
で
あ

る
け
れ
こ
も

報
身

(S
a
m
d
h
o
y
a
k
a
y
a
)
應
身

(N
irm
a
n
a
k
a
y
a
)
'の
二

は
唯
だ
相
獨
的
に
其

の
存
在
を
論
ん
す
る
に
過
ぎ
ぬ
の

九
八

で
あ

る
o
即
ち
報
應

二
身
は
所
戚

で
、あ

つ
て
衆
生
は
能

咸

の
存
在
で
あ

る
o
故
に
眞
如
の
作
用

に
報
應

二
身

の

別
が
あ

る
の
は
之
を
戚
ん
す

る
衆
生

の
機

に
二
類

の
相

違

が
あ

る
か
ら

で
あ

る
○
即
ち
分
別
事
識

に
應
現
す

る

の
が
應
身
佛

で
業
識

の
機
に
應
域
す

る
の
が
報
身

で
あ

る
。
吾
人

凡
夫
及
び
唯
自
利
的
な

二
乘
は
彼
此
分
別
す

る
意
識
を
有
し

て
未
だ
物
質
的
執
着
を
離
れ
す
唯
心
所

作

の
理
を
辨

ん
じ
な

い
か
ら
隨

つ
て
有
限

的

な

應

身

佛
を
觀
見
す

る
の
で
あ
る
應
身
佛
は
時
室
を
邁
じ

て
身

量
も
壽
量

も
所
住
の
國
土
も
悉
く
有
限
差
別
的
の
も

の

で
あ

る
o
應
身
佛
自
身

の
立
塲

か
ら
す
る
な
ら
ば
其
は

報
身

に
接

し
得
ざ
る
劣

れ
る
衆
生
を
救
濟

せ
ん
が
爲

に

示
現
す

る
種

々
應
現

の
佛
身

ご
云
ふ
事

が
出
來

る
o
即

ち
其
れ
は
凡
夫
二
乘

が
有
限

の
思
盧
分
別
を
脱
せ
す
し

て
佛
は
自
己
の
轉
識
所
現
な
る
事
を
知
ら
す

に
偶
然
的

に
或

は
必
然
的

に
外
部

か
ら
應
現
し
て
來
π
も

の
ご
考

へ
る
か
ら
で
あ

る
o
換
言
す

る
ご
自
己

の
有
限
差
別
が

其

の
儘
佛
の
上

に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
唯
だ
有

限
差

別
的
な
麁
相

の
佛
身
し
か
認

め
る
事

が
出
來

ぬ
の

で
あ

る
o
就
中
、
吾
人

凡
夫
所
見

の
應
身

は
更
に
麁
色



劣

相

の
者

で
あ

つ
て
彌

々
果
質
的
差
別
的
の
者

で
あ
る

即
ち
六
道
の
衆
生
が
各
自
其
の
類

に
應
じ
て
佛
を
威
見

す

る
時
或

は
畜
生
身

・
或

は
修
羅
身

・
或

は
人
身

・
或

は
天
身
等

の
佛
が
應
現
す

る
の
で
あ
る
o
宛

も
觀
昔
の

三
十
三
身

の
如
く
其

の
機
根

に
應
じ

て
種

々
雜
多

な
身

相

が
顯
現
し

て

一
定

の
身
相
即
ち
相
好

が
具
足
さ
れ
す

隨

つ
て
法
樂
を
愛
用
す

る
事
が
出
來
な

い
か
ら
之

を
應

身

ご
名
付
け

る

即
ち
其

れ
は
吾
人

に
ご

つ
て
、

ア
ル

ハ
ー
で
あ
リ

ベ
ー

ヵ
ー
で
あ
リ
オ

メ
ガ
で
あ
る
○
處

が

利
自
的

に
四
弘
誓
願
を
建

て
利
他
的
に
六
波
羅
密

の
完

成

に
努
力
す

る
菩
薩

に
な

る
ご
信
よ
り
佛
地
に
住
す

る

初
發
意
よ
り
次
第
に
深
く
眞
如
法
を
信
了
し
舜
別
事
識

を
離

れ
て
唯
心
所
現
の
理
を
知

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
即
ち

最
も
微
細

な
意

の
作
用

に
依

り
て
報
身
佛
を
見

る
の
で

あ

る
o
報
身
佛
は
其
の
身
に
無
量
の
色
i
l
物
質
及
び

物
質

よ
り
成
れ

る
i
l

が
あ
り

一
々
の
色

に
無
量

の
相

が
あ
り
、

一
々
の
色

に
無
量

の
好
が
あ
り
叉
其

の
主
す

る
所

の
國
土

に
も
無
量
種
々
の
莊
嚴

が
あ

つ
て
總
て
示

現
す

る
所
の
身
土
は
皆
無
邊
に
し
て
分
齊

の
相
を
離
れ

て
ゐ
る
o
加
之
其
等
は

一
時
的
な
の
で
な
く

て
、
恒
久

に
持
續

さ
破
壊
さ
れ

る
事
も
毀
損

さ
れ
る
事

も
な

い
、

是

は
蓋
し
因
位

に
於
け

る
久
し

い
諸
波
羅
密

の
行
熏
帥

ち
後
天
的
始
覺

の
修
力

ε
不
思
議

の
冥
熏
習
即
ち
先
天

的
本
覺

の
性
徳

ご
に
依

つ
て
完
成

さ
れ
た
者

で
無
量

の

樂

相
を
具
足
す

る
身
で
あ
る
か
ら

之
を
報
身

ご
名
付
け

る
の
で
あ
る
o
斯
樣

に
報
身
は
業
識
所
現

の
者
で
初
發

意

の
菩
薩

か
ら

乃
至
究

竟
地

の
菩
薩
迄

が
見

る
所
の
身

を
指
す

の
で
あ
る
が
、
併

し
其

の
中

に
於

て
も
初
鰻
意

の
菩
薩

は
深
く
眞
如
法
を
信
ん
じ
、
彼
の
相
好
莊
嚴
等

は
無
去
無
來

に
ん
て
分
際
の
相
を
離
れ
唯
だ
自
心

の
所

現
な

る
事
を
信
ん
じ

て
居
る
か
ら
、
報
身

を
見

る
の
で

あ
る
○
け
れ
こ
も
未

だ
淨

心
地

に
入
ら
す
從

つ
て
獪
ほ

全
く
分
別
の
心
を
離

れ
て
居
な

い
か
ら
、
報
身
を
見

る

ご
云

つ
て
も
唯
其

の

一
小
部
分

の
相
を
認

め
る
に
過

ぎ

ぬ
而

る
に
若
し
も
進

ん
で
淨
心
地

に
入
れ
ば
更

に
幾
分

微
細

の
相

を
觀
見
し
菩
薩
究
竜
地

に
至
れ
ば
纛
く
無
邊

の
色
相
を
全
見
す

る
事

が
出
來

る
o
蓋
し
斯
樣

に
客
觀

の
事
象

ご
し
て
佛
を
認
め
て
來

る
の
は
即
ち
衆
生

の
上

に
業
識
ざ
云

ふ
主
觀
が
あ
る
か
ら

で
あ

る
○
だ

か
ら
若

し
も
業
識
を
離

れ
盡
く
せ
ば
主
客

の
區
別
が
な
く
な

る

九
九



か
ら
し

て
.
從

つ
て
客
觀

的
に
佛
を
認

め
る
事
も
な
く

叉
其
の
救
濟

に
預

る
事
も
な

い
○
其
れ
が
取
り
も
術

さ

す
成
佛

で
あ

つ
て
、
始
覺
が
本
覺

に
同
う
す

る
ご
は
即

ち
此

の
有
檬
を
説

い
だ
も
の
で
あ

る
o
而
ら
ば
差
別
色

相

の
な

い
法
身
を
如
何

に
し
て
報
徳

二
身

の
差
別

の
色

相

が
生
じ
陀
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
論
難

に
答

へ
る
爲

に
は
色
心
は
不
二
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な

る
ま

い
o
色

な

る
物
質

の
本
性

は
智
で
あ
り
、
眞

で
あ
り
、
如
で
あ

る
o
だ
か
ら
如
來

の
眞
身
を
智
身

ご
も
名
付
け

る
o
逆

に
智
の
翼
性
は
其

の
儘
物
質
的
存
在
で
あ
る
か
ら
色
相

の
在

る
所
即
ち
法
身
の
存
在
で
あ
る
Q

之
を
法
身
遍

一

切
處
ご
名
付
け

る
c
期
樣

に
法
身

の
理
體

は
即
ち
物
質

の
本
體

で
あ
る
か
ら
能
く
報
應

二
身

の
差
別

の
現
象
作

用
を
現
ん
す
る
事

が
出
來

る
の
で
あ
る
。
併
し
差
別
の

色
相
を
現
ん
す

る
ご
云

つ
て
も
差
別
其

の
儘

が
即
ち
夲

等

で
あ

る
か
ら
差
別

ご
季
等

ご
互
に
妨
げ

る

事

が

な

い
、
即
ち
全

一
の
世
界

に
於

て
は

一
即
多
、
多
即

一
で

あ
る
o

理
論
上
に
於

て
は
色
心
不

二
な

る
事
を
辯
解
す

の
は

斯

く
も
容
易

で
あ

つ
て
、
季
等
即
差
別

・
差

別
即
李
等

一
〇
〇

ε
主
張
す

る
事

が
出
來

る
が
實
際
吾
人

凡
夫

の
識
心

に

於

て
は
如
實

に
認

め
る
事
は
出
來
な

い
o

だ
か
ら
結
局

業
識
を
盡

し
得

な

い
、
吾
人
凡
夫
は
報
應

二
身

の
何
れ

か
を
信
ん
じ
て
之

が
救
濟

を
仰
ぐ
可

き
で
あ
る
o
自
他

の
無
限
向
上
を
本
願

こ
す

る
阿
彌
陀
佛

く
の
邂
逅
は
軈

て
成
佛
で
あ
り
、
學
行

の
完
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

華
巌
經

一
部

に
於

て
善

財
董
子

が
永

い
求
道

の
族

に
得

沈
眞

の
學
道
成
就

は
實

に
阿
佛
陀
佛

の
淨
土
を
見

る
事

が
あ

つ
泥
で
あ
ろ
う
○
亦
吾
等
が
宗
租

法
然
上
人

の
生

涯

も
實

に
阿
彌
陀
佛

の
發
見

ご
奉
仕

ご
に
盡

く
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
o
此
所

に
淨
土

飽
力
激

の
生
命

が
あ
る
の

で
あ
る
。
阿
彌
陀
佛

へ
の
歸
向
、
樂
土

の
願
求
は
吾
人

人
間
の
眞
性

が
意
志

の
形
を
ど

つ
て
發
現
す

る
唯

一
の

臼
道

で
あ
り
、
亦
當
然

の
成
行
で
あ
る
o

以
上
人

間
ご
如

來

巴
の
關
係
を
大
乘
起
信
論
の

一
節

に
依

つ
て
不
完
全
迄

に
書
き
綴

つ
た
が
而
ら
ば
人
間
よ

り
如
來

に
到

る
に
は
如
何
な

る
修

行
精
進
を
必
要

ε
す

る
か
〇

一
体
・如
何
な

る
佛

で
も
最
物
は
蠱
く
凡
夫

で
あ

れ
ば
勿
論
意

・
意
識
は
有

し
π
事

で
意

・
意
識
を
有
す

れ
ば
事
物
を
分
別
取
捨

し
陀
事
で
あ
ろ
う
o
だ
か
ら
求



道

の
最
初
は
淨
法
熏
習
に
も
あ

る
如
く
先

づ
厭
苦
欲
樂

の
意
志
の
形
を
以
て
顯
は
れ
る
o
即
ち
其

れ
は
我

ε
云

ふ
自
己
中
心

の
觀
念
を
脱

し
な

い
程
度

の
擴
大
慾

で
あ

る
o
自
我
の
擴
大
慾

が
意
志

の
形
を

ご
る
以
上
其
れ
は

當
然
我
等

の
行
爲
ざ
な

つ
て
現
は
ね
ば
な
ら

澱
○
吾
人

の
肉
髓

が
道
徳
慾

を
髏
揮
す

る
如
く
吾
人

の
精
紳
的
衝

動
即
ち
自
我

の
擴
大
慾
も
亦
其
内
部

の
戚
情

ご
塞
想

こ

の
世
界

に
生
息
す
る
許

b
で
は
滿
足
し
な

い
○
其

は
常

に
充
實

の
餘
り
外
部

こ
の
交
渉

を
望
ん

で
ゐ
る
○
即
ち

經
驗

の
世
界

に
依
ヶ
て
自
由

の
領
域
を
擴

め
る
事

が
正

當

な
順
路
で
は
な
か
ろ
う
か
。
此
れ
が
起
信
論

の
次

の

、一
章

に
説

れ
陀

る
四
信

五
行

の
實
踐
的
方
面

で
あ

る
。

眞
如
絶
封

の
見
地

か
ら
す
れ
ば
悟

る
可
き
覺
も
な
け

れ
ば
迷
ふ
不
覺

も
な

い
o
其
れ
は
全

一
で
あ
り
、
全
知

で
あ
り
、
凡

る
も
の
の
總

て

ゴ
あ
る
。
併
し
吾
人
人
間

に
ご
つ
て
覺

は
覺

で
あ
り
、
不
覺
は
不
覺

で
あ

る
○
悟

れ
る
佛
も
迷

へ
る
凡
夫
も
其

の
實
在
を
否
定
す

る
事
は

更

に
毘
來
な

い
○
而
も
覺

と
不
覺

ε
は
能
所
關
係
に
あ

る
も
の
で
あ
,..c,'
反
比
例
す

る
も
の
で
あ
る
o
覺
す
れ

ば
即
ち
佛

で
あ

つ
て
覺

せ
ざ

る
が
故

に
凡
夫
で
あ
る
o

即
ち
佛

ε
生
類

・
人
間

ε
如
來

ど
の
關
係
は

ご
り
も
な

ほ
さ
す
覺
不
覺

の
關
係

で
あ
る
。
併
し
斯

る
關
係

は
獨

り
論
理
の
世
界
に
の
み
許

さ
れ
得

る
問

題
で
あ

つ
て
、

我
等

が
佛

に
對
す

る
實
現
は
無

限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
當
爲

ご
存

在

。
價
値

ご
事
實

・
理
想
ど
實
現

ビ
の

二
元
葛
藤

が
其
處

に
深

い
溝
を
掘
り
立

て

、
ゐ
る
つ
吾

人
は
其
の
眞
性
を

一
歩

一
歩

ご
實
現
す

る
事

に
依

つ
て

換
言

せ
ぱ
不
覺
無
明
を

一
芬

一
分

打
破
す

喝
事

に
依

つ

て
理
想
π
る
佛

に
接
近
す
る
ε
云
ふ
事
が
出
來

る
o
併

し
眞
性
實
現

の
過
程
は
到
底
其
の
終
結
を
事
實

に
發
見

す

る
事

は
出
來
な

い
○
若
し
而

る
時
は
理
想
實
現

の
圭

體

セ
る
吾
入
凡
夬
は
目
標
の
過
程
の
前
に
立
ち
て
吾
人

の
爲
す
所

が
有

限
で
あ

る
限
り
此
の
無
限

に
獨
し

て
は

云
ふ
に
足
ら
ざ

る
程

の
小
に
し
て
從

つ
て
吾
人
も
亦
極

め
て
弱

小
な
り

ご
戚
ん
す
る
で
あ
ろ
う
o
而

る
に
叉

一

方

か
ら
云

へ
ば
如
何
に
弱
小
な
り
ご
云

へ
共
吾
入

が
眞

に
生
き
ん
が
爲

に
は
如
來

な
る
理
想
的
實
現

の
過
程
に

上
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
○
而

る
に
上
逋

の
如

く
事
實

に
於
て

は
到
底
其
れ
が
實
現
し
終

れ
な

い
こ
す

る
な
ら
ば
吾
人

の
學
道

は
全
く
無
意
味

の
事

ざ
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
○
人

一
〇

一



生
の
惷
義
を
全
う
せ
ん
ε
す

れ
は
目
標
な

る
價
値
實
現

の
如
來

の
世
界

に
入
ら
ざ

る
可
ら
す
o
又
之
に
入
ら
ん

ε
す
れ
ば
有
限
な

る
自
已

の
絶
樹
的
無
力
を
戚
ん
せ
ざ

る
可
ら
す
○
此

の
到
底

相
容
れ
ざ
る
如
き
矛
盾
葛
藤
を

ノみ

救

ふ
も
の
は
宗
激

あ
る
の
み

と
云
ふ
事

が
出
來

る
o
起

信
論
は
其

の
全
體
を
逋

じ
て
哲
學

の
起
信
論

で
あ
り
論

理
の
起
信

論
で
あ

つ
て
宗
敏

の
起
信
論

で
は
な

い
o

だ

か
ら
し

て
起
信
論

の
生
佛
漱
は
矢
張

り
價
値
ご
實
現

こ

の
矛
盾
で
あ

る
o
起
信
論
中
宗
敖

こ
し
て
考

へ
ら
れ
る

も
の
は
縷

か
に
淨
法
熏
習

の
用
熏
習
ご
生
滅
門
三
大
中

の
用
大
ご
四
信

五
行

の
末
文

ざ
に
止

る
○
其
れ
で
起
信

論

か
ら
佛
陀
な

る
理
想
實
現

の
矛
盾

・
悲
哀

さ
を
救

ふ

に
足

る
多
く
を
見
出
す
事

は
困
難
な
事

で
あ
る
○

だ
か

ら
勢
ひ
吾
人

は
趨
信
論
が
五
行
を
説

く
末
文

に
勝
方
便

こ
し

て
報
身
彌
陀

の
存
在
を
暗
示
し
紀
事

を
せ
め
て
も

の
論
篠

こ
し
て
i
此

の
小
論
の
節
園
外

で
は
あ
る
が
ー

叉
用
熏
習

。
用
大
説
を
出
來
得

る
限
り
利
用

し
て
、
價

値

ご
實

現
ざ
の
矛
盾
を
救

ふ
宗
敖
を
主
張

せ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
○
價
値
ご
實
現

ざ
の
矛
盾
を
救

ふ
も

の
は
宗

敖

な
b

ご
云
ふ
な
ら
ば
、
價
値

ご
實

現
こ
の
矛
盾
を
生

一
〇
二

す
る
も

の
は
何

か
o
其
れ
は
相
對
界

で
あ
る
。
相
對

の
世

界
は
眞

に
對
し
て
僞

が
あ

り
美

に
封
し

て
醜

が
あ
り
善

に
對
し

て
悪

が
存
在
す
る
o

ご
こ
ろ

が
宗
歡

の
世
界
は

信

に
の
み
許

さ
れ
π
る
絶
對
界

で
あ
る
o
斯
く
し
て
理

智

で
な
し
に
信
仰
が
人

間
に
迄
努
力
す
可
ぐ
許

さ
れ
だ

る
唯

一
の
道

で
あ

る
○
如
何

に
箕

理
が
如

々
で
あ

つ
て

も
其

が
人

間
を
中
心

ご
す

る
宗
欷

に
何
の
關

は
り
が
あ

ろ
う
○
叉
眞
如
の
作
用

が
如
何
に
普
遍
永
劫
的
な
者

で

あ

つ
て
も
其
れ
を
信

ん
じ
な

い
者

に
ご
つ
て
は
全
く
無

意
義
な
添
加
物

で
あ
る
○
即
ち
吾
人
は
唯
信
あ

る
事

に

依

つ
て
の
み
宗
敷

の
世
界
に
立
入
る
が
故

に
其
れ
は
現

實

の
世
界
に
對
し
て
全
然
超
越

せ
る
も

の
こ
云
は
ね
ば

な
ら

濾
o
併
し
乍
ら
又
宗
敏

の
世
界

は
維
野

に
吾
人

に

對
立
し

て
居

る
も
の
ビ
す

る
な
ら
ば
、
斯

の
如
き
世
界

の
有
無
は
吾
人
人
類

に
ε
つ
て
何
等

の
興
瞭
を
も
呼
び

起

さ
な

い
o
併

し
宗
敷
は
超
越
的
で
あ

る
が
、
又
何
等

か
の
意

原
に
於

て
現
實
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
現

實

の
行
爲

に
於

て
直
ち

に
絶
對

の
創
造
に
預
り

つ
丶
あ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o
此

の
あ

る
事

ご
な
り

行
く
事

こ
の
關
係

に
永
久
の
調
和

が
あ
り
、
此

の
紳
祕



の
奥
底

に
宇
宙

の
果
し
な

い
進

行
を
支

ふ
る
總

て
の
源

泉

が
あ

る
o
河
は
我
れ
海
こ
な
ら
'ざ
る
可
ら
す

ご
歌

ひ

電っ

、
流
れ
行

ー
○
流

れ
行
く
河

に
は
安
息
の
境
は
な

い

l
i
卆
野

・
森

・
町

・
村

1
ー
其

の
移
り
行
く
塲
所
ε

塲
所

ど
は
途
に
流
れ
行
く
河
に
は
何
等

の
安
靜
を
與

へ

な

い
。
け
れ
こ
も
何
時

か
は
流
れ
、
流

れ
て
大
癖
の
懐

に
入
る
。
其
處

に
は
も
う
河

ε
海

ご
を
限

る
如
何
な
る

境

界
線
を
も
有
し
な

い
o
丁
度
之

ご
同
じ
樣

に
人
も
途

に
佛

こ
な
る
の
で
あ
る
o
人

は
佛

に
な

つ
て
初

め
て
永

遠

の
靜
け
さ
を
得

る
の
で
入

々
の
總

て
の
動
作
は
此
厨

に
目
標
を
得

る
の
で
あ
る
o

即
ち
入

の
凡

て
の
動
作
は

其

の
中

に
此
の
無
限
の
靜
け
さ
を
暗
示
し

て
ゐ
る
事
に

依

つ
て
物

め
て
其

の
意
義
を
全

う
す

る
の
で
あ
る
○

即

ち
其

は
永
久
の
完
全

で
あ

る
ご
共

に
、
絶
わ
ざ
る
進
化

で
あ
る
o
あ
る
ご
あ
ら

ん
ざ
が
不
離
不
斷

の
中

に
動

い

τ
行
く
の
で
あ

る
o
換
言
せ
ば
吾
人
は
佛
の
中

に
あ
る

　

の
信
念

を
得
ん
が
爲
に
は
常
に
あ
ら
ん
の
憧
憬
を
有
し

て
ゐ
る
我
等
は
佛

の
慈
悲
中

に
あ
る
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
而
も
あ
る
ご
共

に
常
に
常
に
佛

π
ら

ん
の
憧

れ
か
ら
離
れ
る
事
は
出
來
な

い
o
即
ち
彼

の
懐

に
安
住

す

る
ご
共

に
、
絶
ね
す
彼

の
懐

か
ら
無
限
の
新

し

い
生

命
を
嫐
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ゼ
o
佛

の
家

ご
さ
れ
だ

我
が
家

の
中

で
な
く
て
、
何
處

で
佛

に
會

ふ
事

が
出
來

よ
う
○
佛

の
緑
の
中

に
織

り
込
ま
れ
セ
我
が
因

の
中

で

な
く
て
何
所
で
私
は
佛

ご
結
ば
れ
よ
う
○

我
れ
若
し
我

が
家
を
出

で
た
れ
ば
我
は
佛

の
家

に
達
す

る
事

が
出
來

な

い
。
若
し

我
れ
我

が
因
泥
る
精
進

を
止

め
な
ば
我
は

佛

の
縁
な

る
救
濟

の
中

で
佛

に
會

ふ
事
は
出
來
な

い
○

何

ん
巴
な
ら
ば
佛
は
我
が
家

に
住
み
、
我
は
佛

の
家

に

住
む
か
ら

で
あ

る
。
佛

は
我
れ
無
し

に
我
れ
は
佛
な
し

に
塞
無

で
あ
る
o
我

れ
は
我
が
家

の
中

に
於

て
我
等

が

精
進

の
中

で

『
渡
し
守
b
!
渡
し
て
お
く

れ
」

ご
所

る

可
き

で
あ
る
o

輔
九

二
六

。
一
〇

・
一
五

一
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三


